
2021
Summer

Vol.9

企業家のための地域経済誌

［コアラネット］

2021  Sum
m

er
［

発
行

］ 株
式

会
社

ピ
ー・ア

ン
ド・イ

ー・デ
ィ

レ
ク

シ
ョ

ン
ズ

  リ
ッ

キ
ー

ビ
ジ

ネ
ス

ソ
リ

ュ
ー

シ
ョ

ン
株

式
会

社
  株

式
会

社
ウ

エ
ス

ト
ホ

ー
ル

デ
ィ

ン
グ

ス
 通

巻
9号（

2021年
7月

15日
）

［
コ
ア
ラ
ネ
ッ
ト
］Vol.9

国難への挑み方
復興の担い手たちに学ぶ
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「経営管理で家業を事業に。
 強い農家が農業を変える」
ファームサイド 
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自
社
フ
ァ
ー
ム
内
の
「
産
地
」「
品
種
」
を
徹
底
デ
ー
タ
管
理
。

品
種
に
と
ら
わ
れ
な
い
科
学
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く
ブ
レ
ン
ド
技
術
と

こ
れ
ま
で
の
消
費
者
テ
ス
ト
で
蓄
積
さ
れ
た
食
味
デ
ー
タ
を
合
わ
せ

変
わ
ら
な
い
味
と
品
質
を
ご
提
供
い
た
し
ま
す
。

あ
な
た
の
好
み
に
カ
ス
タ
米
ズ

マ
イ

◎
オ
リ
ジ
ナ
ル
を
創
る
楽
し
さ

◎
い
つ
で
も
同
じ
味

◎
用
途・好
み
の
変
化
に
応
じ
て
変
え
ら
れ
る
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察
し
続
け
た
ジ
ャ
ン
＝
バ
テ

ィ
ス
ト
・
ラ
マ
ル
ク
の
用
不

用
説
も
興
味
深
い
。
ラ
マ
ル

ク
は
、
動
物
が
下
等
な
も
の

か
ら
高
等
な
も
の
へ
と
段
階

的
に
移
行
し
て
い
く
こ
と
を

発
見
し
、
こ
う
結
論
づ
け
て

い
る
。

「
動
物
の
進
化
の
原
動
力

は
、
生
体
に
内
在
す
る
力
で

あ
り
、
そ
の
源
泉
は
、
動
物

が
環
境
に
適
応
し
よ
う
と
す

る
努
力
で
あ
る
」
。

キ
リ
ン
の
首
が
長
い
の
は
、

キ
リ
ン
が
高
い
木
の
枝
の
葉

を
食
べ
る
た
め
に
首
を
上
に

伸
ば
す
努
力
を
続
け
た
結
果

で
あ
り
、
モ
グ
ラ
に
視
力
が

な
い
の
は
、
地
中
生
活
で
目

を
使
用
し
な
く
な
っ
た
結
果

と
い
う
わ
け
だ
。

敢
え
て
こ
の
説
に
よ
れ
ば
、

厳
し
い
環
境
に
生
き
る
人
間

は
、
厳
し
さ
を
乗
り
越
え
よ

う
と
、
知
恵
を
絞
り
、
行
動

す
る
か
ら
、
そ
の
努
力
に
よ

っ
て
進
化
す
る
。
復
興
の
担

い
手
た
ち
が
強
く
な
っ
た
よ

う
に
、
コ
ロ
ナ
禍
の
い
ま
、

人
々
の
機
能
は
向
上
し
て
い

る
の
で
は
な
い
か
。
禍
が
明

け
た
そ
の
と
き
こ
そ
、
力
を

発
揮
す
る
と
き
だ
。

東
日
本
震
災
か
ら
10

年
、
被
災
地
の

人
々
に
は
計
り
知

れ
な
い
辛
苦
が
あ
っ
た
こ
と

だ
ろ
う
。
と
り
わ
け
福
島
で

は
、
い
ま
だ
に
原
発
事
故
が

解
決
し
て
お
ら
ず
、
故
郷
に

帰
れ
な
い
人
々
が
い
る
。

と
も
あ
れ
、
復
興
の
担
い

手
た
ち
は
逞
し
い
。
10
年
に

及
ぶ
厳
し
い
環
境
で
覚
悟
が

芽
生
え
、
眠
っ
て
い
た
潜
在

能
力
が
開
花
し
た
た
め
だ
ろ

う
か
。

環
境
と
生
物
の
進
化
の
因

果
関
係
に
つ
い
て
は
、
ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
進
化
論
が
有
名
だ

が
、
長
く
無
脊
椎
動
物
を
観

k o h a r u - b i y o r i

進化する 食・農
甘くて美味しい！
有田みかんストレートジュース
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内
閣
府
が
２
０
２
１
年

５
月
18
日
に
２
０
２

０
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
国
内
総
生
産
）
を
発
表
し
た
。

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
前
年
度
比
4.7
％

減
の
５
２
５
・
９
兆
円
だ
っ
た
。

〝
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
〞
が
起

き
た
２
０
０
８
年
度
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ

成
長
率
3.6
％
減
を
上
回
る
下
落

率
だ
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
日
本

経
済
へ
の
打
撃
が
改
め
て
浮
き

彫
り
と
な
っ
た
。

国
民
総
所
得
は
５
５
０
兆
円

と
前
年
度
比
3.7
％
下
落
し
、
有

効
求
人
倍
率
の
全
国
平
均
値
は

２
０
１
９
年
度
の
１
・
55
倍
か

ら
２
０
２
０
年
度
は
１
・
10
倍

に
下
降
し
た
。
外
出
自
粛
で
個

人
消
費
が
冷
え
込
み
、
総
務
省

統
計
局
が
５
月
11
日
に
発
表
し

た
家
計
調
査
報
告
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
の
２
人
以
上
世
帯

の
消
費
支
出
は
前
年
比
5.3
％
減

だ
っ
た
。

四
半
期
の
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
は
、
２
０
２
０
年
７
〜
９
月

と
10
〜
12
月
に
各
々
前
年
同
期

比
プ
ラ
ス
成
長
を
示
し
た
が
、

10
都
府
県
に
緊
急
事
態
宣
言
が

発
出
さ
れ
た
２
０
２
１
年
１
〜

３
月
期
は
同
比
マ
イ
ナ
ス
1.3
％

だ
っ
た
。

企
業
の
倒
産
が
相
次
ぎ
、
帝

国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
５
月
28
日

の
発
表
で
は
、
コ
ロ
ナ
関
連
倒

産
数
が
１
５
１
３
件
に
達
し
た
。

業
種
別
で
は
、
飲
食
店
が
２
５

３
件
と
最
多
で
、
１
４
５
件
の

建
設
・
工
事
業
、
89
件
の
ホ
テ

ル
・
旅
館
が
続
く
。
大
型
倒
産

で
は
、
格
安
航
空
会
社
エ
ア
ア

ジ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン
が
２
０
２
１

年
２
月
に
２
１
７
億
円
の
負
債

を
抱
え
て
破
産
し
、
５
月
に
は

服
飾
卸
の
コ
イ
ケ
が
67
億
円
の

負
債
で
民
事
再
生
法
の
適
用
を

申
請
し
た
。

２
０
２
０
年
度
の
通
期
決
算

発
表
で
大
手
企
業
の
業
績
悪
化

が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
旅
客
の

激
減
に
喘
ぐ
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
Ｊ

Ｒ
東
海
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
は
、
２

０
２
１
年
３
月
期
の
３
社
合
計

赤
字
が
１
兆
１
２
６
億
円
に
の

ぼ
る
と
発
表
。
な
か
で
も
Ｊ
Ｒ

東
と
Ｊ
Ｒ
東
海
は
民
営
化
以
降

初
の
赤
字
に
陥
る
。
航
空
業
で

は
、
全
日
空
が
４
０
４
６
・
２

億
円
、
日
本
航
空
が
２
８
６
６

・
９
億
円
と
、
各
々
巨
額
の
最

終
損
失
を
抱
え
た
。
旅
館
業
で

は
、
最
大
手
の
西
武
Ｈ
Ｄ
が
７

２
３
億
円
の
赤
字
を
、
リ
ゾ
ー

ト
ト
ラ
ス
ト
が
１
０
２
・
１
億

円
の
赤
字
を
そ
れ
ぞ
れ
計
上
し

た
。飲

食
業
で
は
、
営
業
時
間
の

短
縮
を
要
請
さ
れ
た
外
食
が
と

く
に
厳
し
か
っ
た
。
吉
野
家
Ｈ

Ｄ
は
２
０
２
１
年
２
月
期
に
75

億
円
の
赤
字
に
陥
り
、
す
か
い

ら
ー
く
Ｈ
Ｄ
も
２
０
２
０
年
12

月
期
に
１
７
２
・
１
億
円
の
赤

字
を
計
上
。
喫
茶
店
を
運
営
す

る
ド
ト
ー
ル
・
日
レ
ス
Ｈ
Ｄ
は
、

２
０
２
１
年
２
月
期
に
１
０
９

・
８
億
円
の
赤
字
を
抱
え
た
。

す
き
家
な
ど
を
傘
下
に
置
く
ゼ

ン
シ
ョ
ー
Ｈ
Ｄ
は
２
０
２
１
年

３
月
期
の
純
利
益
が
22
・
６
億

円
で
赤
字
こ
そ
免
れ
た
が
、
前

期
比
81
・
１
％
の
大
幅
減
益
だ

っ
た
。
す
き
家
の
売
上
高
が
前

期
比
1.6
％
減
に
と
ど
ま
っ
た
も

モ
ト
キ
ヨ
シ
Ｈ
Ｄ
は
赤
字
こ
そ

免
れ
た
も
の
の
減
収
減
益
だ
っ

た
。一

方
、
コ
ロ
ナ
禍
で
電
子
商

取
引
の
利
用
が
広
が
り
、
運
送

業
は
業
績
を
伸
ば
し
た
。
佐
川

急
便
を
傘
下
に
置
く
Ｓ
Ｇ
Ｈ
Ｄ

は
２
０
２
１
年
３
月
期
の
純
利

益
が
前
期
比
57
・
２
％
増
の
７

４
３
・
４
億
円
、
ヤ
マ
ト
Ｈ
Ｄ

は
同
１
５
４
％
増
の
５
６
７
億

円
だ
っ
た
。
こ
の
ほ
か
〝
巣
ご

も
り
需
要
〞
で
家
電
量
販
店
や

ペ
ッ
ト
関
連
業
も
業
績
を
伸
ば

し
て
い
る
。

Ｉ
Ｅ
Ｆ
（
国
際
通
貨
基
金
）

の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
に
よ
る
と
、

２
０
２
０
年
は
先
進
７
ヵ
国
で

日
本
は
米
国
に
次
ぐ
第
２
位
だ

っ
た
が
、
２
０
２
１
年
と
２
０

２
２
年
の
予
測
値
で
は
最
下
位

だ
っ
た
。
経
済
協
力
開
発
機
構

は
２
０
２
１
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長

率
を
予
測
し
、
欧
米
諸
国
や
中

国
の
予
測
値
を
引
き
上
げ
た
が
、

日
本
の
予
測
値
を
下
方
修
正
し

て
い
る
。
い
ず
れ
も
理
由
は
ワ

ク
チ
ン
接
種
の
遅
れ
で
あ
る
。

変
異
株
の
流
行
や
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
遅
滞
な
ど
、
コ
ロ
ナ
禍

収
束
へ
の
課
題
は
山
積
し
て
い

る
が
、
そ
の
後
は
日
本
経
済
の

再
建
だ
。
地
域
企
業
の
力
量
も

問
わ
れ
て
い
る
。

の
の
、
レ
ス
ト
ラ
ン
業
の
売
上

高
が
21
・
８
％
減
と
落
ち
込
ん

だ
。た

だ
中
食
は
、
日
本
マ
ク
ド

ナ
ル
ド
Ｈ
Ｄ
が
２
０
２
０
年
12

月
期
の
純
利
益
で
前
期
比
19
・

６
％
増
の
２
０
１
・
９
億
円
を

計
上
。
Ｋ
Ｆ
Ｃ
Ｈ
Ｄ
や
モ
ス
フ

ー
ド
サ
ー
ビ
ス
も
増
収
増
益
で
、

業
績
不
振
の
外
食
と
は
対
照
的

だ
っ
た
。

ネ
ッ
ト
利
用
拡
大
で

運
送
は
好
業
績

小
売
業
で
は
、
大
型
複
合
商

業
施
設
を
運
営
す
る
イ
オ
ン
が

外
出
自
粛
の
影
響
を
受
け
、
７

１
０
・
２
億
円
の
赤
字
を
計
上

し
た
が
、
ラ
イ
フ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
は
純
利
益
が
前
期
比
で

１
２
７
・
５
％
増
の
１
７
８
・

２
億
円
、
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
・
ス

ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
Ｈ
Ｄ
も
同

３
４
０
・
５
％
増
の
88
・
５
億

円
と
、
そ
れ
ぞ
れ
好
決
算
だ
っ

た
。ド

ラ
ッ
ク
ス
ト
ア
で
は
、
マ

ス
ク
や
消
毒
液
の
売
れ
行
き
こ

そ
好
調
だ
っ
た
が
、
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
需
要
が
冷
え
込
み
、
化
粧

品
販
売
は
低
迷
し
た
。
ウ
エ
ル

シ
ア
Ｈ
Ｄ
は
２
０
２
１
年
２
月

期
の
売
上
高
が
前
期
比
9.4
％
増

の
９
４
９
６
・
５
億
円
、
マ
ツ

ＧＤＰ成長率マイナス4.7％
リーマンショック超え

コロナ不況で2020年度の実質GDPが前年度比4.7％減だった。
リーマンショック時の下落率を超え、企業の業績が悪化している。

コロナ禍の影響を受けた主な大手企業の業績 （単位：億円）

業種 企業 決算期
売上高 経常利益 親会社株主に帰属する純利益

対前期比 対前期比 対前期比

鉄道

JR東日本 2021年  3月 17,645 40.1%減 －5,797 ― －5,779 ―

JR東海 2021年  3月 8,235 55.4%減 －2,620 ― －2,015 ―

JR西日本 2021年  3月 8,981 40.4%減 －2,573 ― －2,332 ―

航空
全日空 2021年  3月 7,286 63.1%減 －4,513 ― －4,046 ―

日本航空 2021年  3月 4,812 65.3%減 －4,040
（税引前利益） ― －2,866 ―

旅館
西武HD 2021年  3月 3,370 39.2%減 －587 ― －723 ―

リゾートトラスト 2021年  3月 1,675 5.3%増 176 41.5%増 －102 ―

飲食（外食）

吉野家HD 2021年  2月 1,703 21.2%減 －19 ― －75 ―

すかいらーくHD 2020年12月 2,884 23.2%減 －264
（税引前利益） ― －172 ―

ドトール・日レスHD 2021年  2月 961 26.7%減 －41 ― －109 ―

ゼンショーHD 2021年  3月 5,950 5.6%減 122 38.6%減 22 81.1%減

飲食（中食）

日本マクドナルドHD 2020年12月 2,883 2.3%増 314 14.3%増 201 19.6%増

KFCHD 2021年  3月 896 12.6%増 54 69.1%増 28 82.9%増

モスフードサービス 2021年  3月 719 4.3%増 14 15.8%増 9 173.1%増

小売

イオン 2021年  2月 75,761 0.9%増 1,388 32.6%減 －710 ―

ユナイテッド・スーパーマーケットHD 2021年  2月 7,189 6.3%増 194 101.9%増 88 440.5%増

ライフコーポレーション 2021年  2月 7,363 6.2%増 279 92.4%増 176 126.9%増

小売
（ドラッグストア）

マツモトキヨシHD 2021年  3月 5,569 5.7%減 340 14.7%減 215 17.6%減

スギHD 2021年  2月 6,025 11.2%増 353 12.3%増 211 1.6%増

ウエルシアHD 2021年  2月 9,496 9.4%増 458 13.5%増 279 22.8%増

小売
（家電製品）

ケーズHD 2021年  3月 7,925 11.9%増 567 53.2%増 387 79.9%増

ヤマダHD 2021年  3月 17,525 8.7%増 988 114.6%増 517 110.5%増

運送
SGHD 2021年  3月 13,120

（営業収益） 11.8%増 1,036 28.7%増 743 57.2%増

ヤマトHD 2021年  3月 16,958
（営業収益） 4.0%増 940 131.4%増 567 154.0%増

出所：各社決算資料をもとにCOALAnet作成
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コ
ロ
ナ
経
済
対
策
で
、

政
府
系
金
融
機
関
な

ど
の
特
別
融
資
を
除

く
と
、
ま
だ
申
請
可
能
な
支
援

策
の
予
算
規
模
は
24
兆
円
に
の

ぼ
る
。
そ
の
う
ち
12
兆
円
余
り

が
５
月
14
日
時
点
で
未
消
化
で

あ
る
。

事
業
者
向
け
で
は
、
『
事
業

再
構
築
補
助
金
』
が
目
玉
。
変

化
す
る
経
済
構
造
に
対
応
す
べ

く
業
態
・
業
種
を
転
換
す
る
中

小
企
業
へ
の
支
援
策
だ
。
要
件

は
２
つ
。
２
０
２
０
年
10
月
以

降
の
任
意
の
３
ヵ
月
間
、
コ
ロ

ナ
禍
以
前
の
同
期
と
比
べ
売
上

高
が
10
％
以
上
減
少
し
て
い
る

こ
と
と
、
経
済
産
業
省
指
定
の

事
業
再
構
築
指
針
に
沿
っ
た
事

業
計
画
書
を
『
認
定
経
営
革
新

等
支
援
機
関
』
と
共
同
で
策
定

す
る
こ
と
。

中
小
企
業
は
、
通
常
枠
で
１

０
０
万
円
か
ら
６
０
０
０
万
円

の
範
囲
で
事
業
再
編
の
費
用
の

３
分
の
２
の
補
助
が
受
け
ら
れ

る
。
資
本
金
10
億
円
未
満
な
い

し
従
業
員
数
２
０
０
０
人
以
下

の
中
堅
企
業
へ
の
成
長
を
目
指

す
場
合
に
は
、
６
０
０
０
万
円

超
か
ら
１
億
円
の
範
囲
で
同
じ

く
３
分
の
２
の
補
助
が
得
ら
れ

る
。
通
常
枠
以
外
に
は
『
緊
急

事
態
宣
言
特
別
枠
』
な
ど
、
中

堅
企
業
対
象
の
補
助
も
あ
る
。

政
府
は
、
第
１
回
公
募
を
２

０
２
１
年
３
月
26
日
か
ら
５
月

７
日
ま
で
、
第
２
回
公
募
を
５

月
20
日
か
ら
７
月
２
日
ま
で
の

期
間
で
そ
れ
ぞ
れ
実
施
し
た
が
、

今
後
も
３
回
程
度
の
募
集
を
行

う
予
定
だ
。

こ
の
ほ
か
、
政
府
は
２
０
２

０
年
度
第
１
次
・
第
２
次
補
正

予
算
で
実
施
し
た
『
中
小
企
業

生
産
性
革
命
推
進
事
業
』
に
第

３
次
補
正
で
も
予
算
を
割
り
当

て
、
同
事
業
を
管
轄
す
る
『
小

規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
』

に
新
し
く
『
低
感
染
リ
ス
ク
型

ビ
ジ
ネ
ス
枠
』
を
創
設
。
１
０

０
万
円
を
上
限
に
感
染
防
止
対

策
な
ど
の
費
用
の
４
分
の
３
を

補
助
す
る
。

一
方
、
２
０
２
１
年
前
半
で

終
了
予
定
だ
っ
た
施
策
で
延
長

さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
厚
生
労

働
省
管
轄
の
企
業
向
け
休
業
手

当
を
補
助
す
る
『
雇
用
調
整
助

成
金
の
特
例
措
置
』
は
、
２
０

２
１
年
８
月
末
ま
で
延
長
さ
れ

る
。
経
産
省
管
轄
の
日
本
政
策

金
融
公
庫
に
よ
る
『
実
質
無
利

子
・
無
担
保
融
資
』
は
、
２
０

２
１
年
中
頃
ま
で
と
さ
れ
て
い

た
が
、
申
込
期
限
が
年
末
ま
で

延
長
さ
れ
る
。

農業法人、早和果樹園（和歌山県
有田市、秋竹俊伸社長）は2004
年から有田みかんを搾ったジュ

ースを販売。いまでは売れ行きが絶好調で、
年間180万本、売上高は約5億円に達して
いる。
原材料は、地元和歌山県産の有田みか

んだ。同社は、自社生産分に加え、他の農家
からもみかんを仕入れ、非破壊検査によっ
て糖度別に3段階に分別。それぞれ別々に
搾って3種類のジュースを製造している。
人気の秘密は、有名な有田みかんをふ

んだんに使っていることだけではない。味に
定評がある。というのも、他のストレートジュ
ースが、みかんを皮ごと搾るインライン方式
であるのに対し、同社は、みかんの外皮を剥
き、薄皮に包まれた果肉を搾汁するチョッパ
ーパルパー方式を採用。生産方式にこだわ
って味を追求しているのだ。
早和果樹園の秋竹社長は、「インライン方

式は元々皮が硬いオレンジを絞るためのも
の。皮を剥く手間が省け、搾汁の費用を安く
抑えられる。ただ、この製
法をみかんの搾汁に用
いると、みかんはオレン
ジに比べ油分が多いた
め、本来のみかんの味か

ら離れてしまう。チョッパーパルパ
ー方式は、搾汁費用こそ嵩むが、ま
ろやかなジュースになる」と説明す
る。なお、同社では機械を用いつつ、
人の手でみかんの皮を丁寧に剝いて
いる。

有田みかんを発信
同社の前身は、7戸のみかん農家が1979

年に共同で立ち上げた早和共撰組合だ。
みかんの値崩れが激しく、事業の継続性に
危機感を抱いた専業農家が集まって誕生し
た。
だが、値段の乱高下
はその後もしばらく続く。
秋竹社長は、「美味しく
ても、外皮に傷がついた
だけで出荷できなくなる
みかんが非常に多かっ
た。これらは20㎏コンテ
ナいっぱいに詰めても、
僅か140円にしかならなかった」と明かす。

そこで、同社はみかん
の加工に着手する。「ちょ
うど、搾汁を請け負う企
業が県内にあった」（秋
竹社長）ため、2004年に
加工場を建設し、六次
産業化を始めたのだ。
ただ、秋竹社長によれ
ば、「当初は周囲のほと

んどから失敗すると言われた。実際、
1本720mlのジュースを1000円で販
売したが、売れ行きは芳しくなかっ
た」。それでも、粘り強く販売し、徐々
に知名度を高めていったのである。
転機が訪れたのは2012年。低価

格な商品を発売してからだ。秋竹社
長は、「2010年に大型の加工場を
建設し、稼働率を高めようと、低糖度

のみかんを使ってみた。自分たちで確認して
みると、糖度が10度のみかんは甘くないと
感じ、11度以上のものを選んで使ってきた

が、低糖度のみかんでリ
ーズナブルなストレート
ジュースを発売したとこ
ろ、好評を得た」と振り
返る。発売初年度の年
間販売数は、前年度比
倍増の年60万本に達
し、翌年には100万本を
突破。これを受け、2015

年には自前の搾汁工場を建設した。
ジュース以外に、ゼリーやアイス、ジャム

などの加工品も販売している。秋竹社長は、
「有田みかんの農家も例外なく、後継者不
足に悩まされている。これは農業収入が少
ないことから生じる問題だ」とし、「当社は他
の農家からみかんを調達し、農家の経営の
下支えに努めるとともに、今後も有田みかん
を広めていく」と抱負を語った。

コロナ対策に新たな補助
一部支援は年末まで継続

コロナ経済対策が順次実施されているが、まだ申請が間に合うものもある。
事業再構築補助金など主な支援策をまとめた。

コロナ対策における主な支援策（2021年5月14日時点）
施策 予算(単位：億円) 進捗(※)

家計支援および
消費喚起

緊急小口資金等 15,000 9,087 
子育て世帯生活支援特別給付金 2,175 ─
住居確保給付金 319 306 
大学等の授業料等減免 160 151 
雇用調整助成金 39,000 34,000 
休業支援金・給付金 5,737 1,041 
Go Toトラベル(停止中) 24,000 7,558 
Go Toイート 2,518 1,390 
Go Toイベント(一部停止中) 1,198 23 
マイナポイント活用策 2,999 945 
グリーン住宅ポイント 1,094 ─

事業者支援

協力金(協力要請推進枠等) 36,000 18,800 
一時支援金、月次支援金 6,979 570 
J-LODlive補助金 1,594 950 
コロナ禍を乗り越えるための
文化芸術活動の充実支援等事業 370 ─

グリーンイノベーション基金事業 20,000 ─
事業再構築補助金 11,000 ─
中小企業生産性革命推進事業 2,300 80 
既存観光拠点再生等事業 550 ─
実質無利子・無担保融資等 1,100,000 (事業規模) 484,000 (事業規模)

医療提供体制強化等
感染防止対策

医療機関等への医療用マスク等 優先配布 4,461 3,571 
ワクチン接種体制整備等 7,667 1,371 
ワクチン生産体制等緊急整備基金 2,577 902 
医療機関等危機対応融資 22,000 (事業規模) 16,000 (事業規模)

地方公共団体等を
通じた支援

地方創生臨時交付金(協力要請推進枠等) 43,000 31,000 
地方創生臨時交付金（事業者支援分） 5,000 ─
地域観光事業支援 3,300 246 
地方公共団体デジタル基盤改革支援 1,788 ─
市町村国保等保険料減免支援 762 528 
不妊に悩む方への特定治療支援事業 140 0.3

※5月14日発表時点の給付額や交付決定額を示す
出所：内閣府資料をもとにCOALAnet作成

食
農

甘くて美味しい！
有 田 みかんストレートジュース
有田みかんの生産から加工まで手掛ける早和果樹園のみかんジュースが人気だ。
有田みかんを丸々絞ったもので、全国から注文が殺到している。

年間180万本も売れる有田みかんのストレートジュース

外皮を人の手で丁寧に剥いてからみかん
を搾汁する

秋竹俊伸社長

Company Profile

社名 早和果樹園
本社所在地 和歌山県有田市宮原町新町275-1

創業 1979年
設立 2000年

資本金 9997万円
売上高 9.7億円（2020年6月期）

従業員数 83名
取引銀行 紀陽銀行、きのくに信用金庫

https ://sowaka juen.com
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我々はいま、未曽有の国難と苦闘している。

コロナ禍で２０２０年度のＧＤＰ（国内総生産）成長率はマイナス4.7％だ。

リーマンショックの落ち込みを超えた。

ワクチンの接種が普及し、一刻も早い収束を願うばかりであるが、

感染力の強い変異ウイルスが猛威を振るい始めた。

いまなお、予断を許さない状況である。

ではこの国難とどう向き合えばよいのか。

奇しくも、東日本大震災、福島第一原発事故から10年になる。

国難と戦い続けた復興の担い手たちの足跡がある。

彼らの奮闘から何かを学べないだろうか。

復興の担い手たちに学ぶ
国難への挑み方
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「

避
難
し
て
成
人
を
迎
え

た
子
も
い
る
が
、
行

方
不
明
の
ま
ま
、
心

も
体
も
故
郷
に
帰
れ
な
い
子
も

い
る
。
も
う
10
年
だ
が
、
ま
だ

10
年
だ
」
。

２
０
２
１
年
３
月
11
日
、
福

島
県
の
追
悼
祈
念
復
興
式
で
、

内
堀
雅
雄
福
島
県
知
事
は
こ
う

述
べ
た
。
10
年
と
い
う
時
間
こ

そ
経
っ
た
が
、
ま
だ
道
半
ば
と

い
う
思
い
な
の
だ
ろ
う
。
後
の

会
見
で
、
内
堀
知
事
は
、
「
２

０
４
０
年
ま
で
に
県
内
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
需
要
を
賄
う
規
模
の
再

生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
導
入
す

る
」と
力
を
込
め
つ
つ
も
、「（
復

興
へ
の
）
課
題
は
多
い
」
と
重

い
口
調
で
語
っ
た
。

内
堀
知
事
の
言
う
「
課
題
」

と
は
、
ま
ず
廃
炉
の
問
題
だ
ろ

う
。
福
島
県
は
い
ま
だ
一
部
の

地
域
が
避
難
指
示
区
域
に
指
定

さ
れ
て
お
り
、
原
発
周
辺
の
双

葉
町
や
大
熊
町
は
広
範
が
帰
還

困
難
区
域
で
、
原
発
事
故
で
溶

融
し
た
核
燃
料
の
処
理
が
大
き

な
課
題
だ
。
事
故
で
溶
融
し
た

核
燃
料
を
冷
却
し
つ
づ
け
る
た

め
に
、
１
日
１
４
０
ｔ
に
及
ぶ

汚
染
水
が
発
生
し
、
そ
の
処
理

す
ら
解
決
し
て
い
な
い
。
出
口

の
見
え
な
い
長
い
ト
ン
ネ
ル
が

続
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
大
熊
・
双
葉
の

両
町
を
含
む
沿
岸
部
の
６
町
村

に
は
、
居
住
を
目
指
す
特
定
復

興
再
生
拠
点
区
域
が
あ
る
。
双

葉
町
で
は
Ｊ
Ｒ
双
葉
駅
の
周
辺

５
５
５
ｈａ
が
そ
の
区
域
で
、
２

０
２
２
年
春
の
居
住
開
始
を
予

定
し
て
い
る
。
た
だ
、
避
難
指

示
が
解
除
さ
れ
て
も
、
町
に
住

民
が
戻
り
、
以
前
の
活
気
を
取

り
戻
す
の
は
い
つ
に
な
る
の
だ

ろ
う
か
。

い
ま
な
お
3.6
万
人
の
福
島
県

民
が
避
難
を
続
け
て
お
り
、
そ

の
う
ち
2.9
万
人
は
県
外
で
生
活

し
て
い
る
。
「
避
難
期
間
が
長

引
け
ば
、
避
難
先
で
の
生
活
が

整
い
、
戻
り
難
く
な
る
は
ず

だ
」
（
福
島
県
復
興
・
総
合
計

画
課
の
山
田
清
貴
主
幹
）
。
事

実
、
震
災
か
ら
10
年
が
経
過
し
、

す
で
に
帰
還
者
数
は
頭
打
ち
で

あ
る
。

新
産
業
創
出
に
活
路

人
口
減
少
は
、
地
方
の
構
造

的
な
問
題
で
あ
る
が
、
な
か
で

も
福
島
県
で
は
そ
の
傾
向
が
著

し
い
。
震
災
前
に
２
０
０
万
人

を
超
え
て
い
た
人
口
は
原
発
事

故
後
の
強
制
避
難
で
急
減
、
帰

還
者
が
徐
々
に
戻
っ
て
き
た
と

は
い
え
、
２
０
２
１
年
６
月
１

日
現
在
１
８
１
万
人
だ
。
２
０

４
０
年
に
１
４
０
万
人
、
２
０

６
０
年
に
は
１
０
０
万
人
を
割

り
込
む
と
の
推
測
も
あ
る
だ
け

に
、
深
刻
で
あ
る
。

確
か
に
、
震
災
の
影
響
で
２

０
１
１
年
度
は
県
内
総
生
産
が

前
年
度
比
8.4
％
減
の
6.5
兆
円
ま

で
落
ち
た
が
、
そ
の
後
回
復
し
、

２
０
１
８
年
度
に
は
7.9
兆
円
と
、

震
災
前
を
超
え
た
。
だ
が
、
主

因
は
復
興
需
要
だ
。
風
評
被
害

は
い
ま
も
解
消
さ
れ
ず
、
農
林

水
産
業
や
観
光
業
は
震
災
前
の

水
準
に
達
し
て
い
な
い
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
地
域
経
済
の
持

続
的
な
発
展
に
は
、
産
業
基
盤

の
構
築
が
欠
か
せ
な
い
。

そ
こ
で
、
新
た
な
産
業
の
創

出
を
目
的
に
２
０
１
７
年
７
月
、

国
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
発

足
し
た
の
が
、
公
益
財
団
法
人

『
福
島
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ

ー
ス
ト
構
想
推
進
機
構
』
で
あ

る
。
東
日
本
大
震
災
で
失
わ
れ

た
浜
通
り
地
域
に
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

（
情
報
通
信
技
術
）
や
ロ
ボ
ッ

ト
技
術
の
ほ
か
、
廃
炉
や
航
空

宇
宙
、
医
療
関
連
、
農
業
再
生

東日本震災から10年になるが、福島第一原発事故はまだ収束していない。
それでも、復興の担い手は、新産業の創出に活路を見出す。フクシマの戦いは続く。

フクシマ10年の戦い
百 折 不 撓

2021年3月11日、福島駅前の広場で追悼復興祈念のキャンドルナイトが催された

❶追悼復興祈念式はコロナ禍に鑑み一般参加は見送られた、❷改修されたJR双葉駅（福島・
双葉）。JR常盤線は2020年3月に全線運転再開、❸2021年3月に本格開業した『道の駅なみえ』
（福島・浪江）、❹福島県南相馬市の風力発電所。福島県で再生可能エネルギーの導入が進む

❶

❷ ❸

❹

復興の担い手たちに学ぶ
国難への挑み方
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な
ど
の
研
究
開
発
拠
点
を
設
け

る
と
と
も
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
産

業
の
集
積
地
を
築
こ
う
と
い
う

新
し
い
構
想
だ
。

福
島
県
は
、
こ
の
新
構
想
を

推
進
し
、
県
内
の
雇
用
創
出
に

繋
げ
た
い
狙
い
で
、
た
と
え
ば
、

立
地
補
助
金
な
ど
を
活
用
し
て

浜
通
り
地
域
を
中
心
に
３
８
５

件
に
及
ぶ
工
場
の
新
・
増
設
を

支
援
、
４
０
０
０
人
以
上
の
雇

用
創
出
に
繋
げ
よ
う
と
し
て
い

る
。
こ
れ
に
は
、
地
元
の
地
方

銀
行
が
徹
底
し
て
協
力
し
た
。

東
邦
銀
行
は
、
同
機
構
と
協
定

を
締
結
し
、
人
材
を
派
遣
し
た

う
え
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン

グ
や
企
業
誘
致
、
人
材
育
成
な

ど
を
手
掛
け
て
い
る
。　

こ
う
し
た
地
方
行
政
や
地
銀

の
努
力
で
、
福
島
県
に
は
徐
々

に
新
産
業
の
芽
が
出
始
め
た
。

そ
の
最
た
る
は
再
エ
ネ
産
業
で

あ
る
。
県
内
に
は
数
多
の
再
エ

ネ
発
電
所
が
建
設
さ
れ
て
お
り
、

南
相
馬
市
に
あ
る
県
内
最
大
、

出
力
60
Ｍ
Ｗ
の
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー

は
、
そ
れ
を
象
徴
す
る
再
エ
ネ

発
電
所
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
付

近
に
は
、
１
基
あ
た
り
２
・
35

Ｍ
Ｗ
の
大
規
模
な
風
力
発
電
設

備
が
４
基
並
び
、
浜
風
を
受
け

て
発
電
し
て
い
る
。

実
は
、
震
災
を
経
て
２
０
１

２
年
３
月
、
福
島
県
は
先
駆
け

て
『
福
島
県
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
』
を
掲
げ
、

10
年
近
く
再
エ
ネ
の
普
及
を
推

進
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
太
陽

光
発
電
の
導
入
量
は
２
０
２
０

年
12
月
末
時
点
で
2.2
Ｇ
Ｗ
に
達

し
て
お
り
、
県
が
当
初
掲
げ
た

２
０
３
０
年
時
目
標
の
２
Ｇ
Ｗ

を
優
に
達
成
し
て
い
る
。

そ
れ
だ
け
に
、
福
島
県
は
こ

の
ほ
ど
、
２
０
４
０
年
ま
で
に

県
内
の
電
力
需
要
を
賄
え
る
規

模
の
再
エ
ネ
の
導
入
を
目
指
す

と
い
う
壮
大
な
目
標
を
掲
げ
た
。

東
邦
銀
行
は
こ
れ
に
呼
応
し
、

佐
藤
稔
頭
取
は
、
「
再
エ
ネ
関

連
の
融
資
は
総
額
１
５
０
０
億

円
を
超
え
た
」
と
述
べ
、
今
後

も
再
エ
ネ
へ
の
投
資
を
積
極
的

に
支
援
し
て
い
く
構
え
を
示
し

て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
震
災
か
ら
10
年

が
経
ち
、
２
０
２
１
年
４
月
か

ら
は
第
２
期
復
興
・
創
生
期
間

に
入
る
。
福
島
県
復
興
・
総
合

計
画
課
の
山
田
主
幹
は
「
ど
こ

ま
で
が
復
興
な
の
か
、
捉
え
方

に
よ
っ
て
異
な
る
が
、
廃
炉
の

定
義
す
ら
決
ま
っ
て
い
な
い
と

い
う
現
実
が
あ
る
。
10
年
で
終

わ
り
で
は
決
し
て
な
い
。
今
後

も
切
れ
目
の
な
い
復
興
を
推
進

し
て
い
く
」
と
強
く
語
っ
た
。

被 災 3 県 に お け る    復 興 10 年 の 歩 み

2011年

3月

11日
三陸沖で巨大地震発生、東北の太平洋沿岸に津波襲来
東電福島第1・第2原発が被災、全電源喪失

12日
福島第1原発20km圏内に避難指示発令
福島第1原発1号機で核燃料融解、建屋が水蒸気爆発

13日 福島第1原発3号機で炉心溶融

14日
福島第1原発3号機の建屋が水素爆発
福島第1原発2号機の原子炉圧力容器破損

15日
福島第1原発2号機で格納容器破損、放射性物質飛散
福島第1原発20~30km圏内に屋外避難指示発令

19日 岩手県、仮設住宅の建設着工
23日 福島県、仮設住宅の建設着工
27日 震災後初めて5000kℓ級大型タンカーが塩釜港に入港
28日 宮城県、仮設住宅の建設着工
30日 三陸自動車道が全面復旧

4月

6日 JR釜石線が全線復旧
9日 岩手県陸前高田市で震災後初の仮設住宅入居開始
11日 宮古市魚市場（岩手）、業務再開
13日 仙台空港（宮城）、震災後初の国内臨時便就航

14日
『東日本大震災復興構想会議』第1回会合開催
塩竈市魚市場（宮城）で震災後初の水揚

21日 福島第1原発20km圏内が警戒区域に指定
22日 福島第1原発20~30km圏内で屋外退避指示解除
29日 東北新幹線が全線復旧

5月

1日 岩手県陸前高田市の地元企業家が『けせん朝市』発足
10日 復興構想会議、『復興構想7原則』策定
15日 計画的避難区域に指定された福島県飯舘村で全村民避難
25日 福島県産野菜の一部摂取・出荷制限解除

6月 24日 『東日本大震災復興基本法』施行

7月
5日 岩手県釜石市、瓦礫仮置場から金属類搬出開始
29日 復興の基本方針決定、5年間で19兆円予算化

8月

4日 釜石魚市場（岩手）が全面再開
10日 仮設施設『しおがま・みなと復興市場』（宮城）完成
11日 岩手県が計画した応急仮設住宅1万3984戸完成
26日 福島第1原発3km圏内で震災後初の一時帰宅実現

9月
12日 『原子力損害賠償支援機構』発足
23日 岩手県の企業家、復興会社『なつかしい未来創造』設立
30日 福島第1原発20km圏外 緊急時避難準備区域指定解除

10月 7日 岩手県、県内全ての避難所閉鎖

11月

2日 災害廃棄物広域処理で岩手県宮古市から都内へ瓦礫搬出
11日 『除染基本方針』が閣議決定
19日 震災後初めて宮城県産イチゴ出荷
25日 岩手県釜石市で仮設共同店舗『青葉公園商店街』開業

12月

2日 『復興財源法』施行
11日 津波流失区域を除き、宮城県内のライフラインが復旧
21日 JR常磐線、原ノ町‐相馬間で運転再開
23日 福島県で東北最大規模の屋内遊戯施設開所

26日
福島第2原発の緊急事態解除
宮城県内で応急仮設住宅2万2095戸完成

27日 『宮城産業復興機構』発足
28日 『除染特別地域』、『汚染状況重点調査地域』枠組策定
30日 宮城県、県内全ての避難所閉鎖

2012年

1月 4日 環境省、福島市内に『福島環境再生事務所』開設

2月
8日 『スパリゾートハワイアンズ』（福島・いわき）再開

10日
2020年度末までの期限付きで『復興庁』発足
復興特区第1号として『宮城県民間投資促進特区』認定

3月
9日 岩手県宮古市で瓦礫処理の仮設焼却炉稼働
17日 JR八戸線、久慈‐種市間が復旧し全線運転再開
31日 『福島復興再生特別措置法』施行

4月 16日 福島県内の避難指示区域再編、『帰宅困難区域』新設

5月
2日

岩手県大槌町と同県釜石市の2漁協でウニ漁再開
福島県相馬市で県内初の災害復興公営住宅完成

10日 新日本製鉄釜石製鉄所、海外向け出荷設備の稼働再開
15日 『みやぎスマートシティ連絡会議』発足

6月
14日 岩手県釜石市で県内初の災害復興公営住宅建設着工
20日 『夢メッセみやぎ』、震災復興土地区画整理事業で復旧

7月
21日 岩手県釜石市で震災後初のホタテガイ出荷
27日 環境省、福島県田村市で除染開始
30日 越喜来漁協（岩手・大船渡）、定置網・小壁漁場で水揚

8月
6日 岩手県釜石市の不燃瓦礫を山形県村山市へ搬出開始
11日 全壊した『道の駅よつくら港』（福島・いわき）再始動
20日 JR気仙沼線、バス高速輸送で運行開始

9月
1日 田老魚市場（岩手・宮古）再開で県内の魚市場が全復旧
28日 宮城県内11市町村が『民間投資促進特区』（農業版）に

10月 17日 塩釜港と石巻港、松島港を統合

11月
7日 『ふくしま復興・再生可能エネルギー産業フェア』開催
17日 大阪市の試験焼却に岩手県宮古市の瓦礫100 t搬出

12月 3日 相馬双葉漁協（福島）、試験操業で松川浦漁港に水揚

2013年

1月
4日 東電の福島復興本社、福島県楢葉町で業務開始

29日
宮城県の計画する仮設焼却炉がすべて稼働
震災後5年間の復興予算 19兆円から25兆円に増額

2月 20日 福島県相馬市などの瓦礫処理用の仮設焼却場が稼働

3月

2日 JR大船渡線、気仙沼‐盛間をバス高速輸送で仮復旧
5日 原発事故避難者の高速道路無料化 2014年度末まで延長
16日 岩手県の地方卸売市場『大船渡青果』が業務再開
27日 岩手県釜石市で災害公営住宅が完成
29日 福島県相馬沖でコウナゴ漁の試験操業開始
30日 2012年度の宮城県の名目総生産が震災前を超える

4月

1日 宮城県で災害公営住宅の入居開始
11日 岩手県釜石市の瓦礫を都内へ搬出開始
23日 宮城県石巻市桃浦区が『水産業復興特区』に初認定
26日 岩手県の大船渡市と陸前高田市でバス高速運送開始

5月 28日 福島県双葉町で警戒区域再編、すべての警戒区域が解除
6月 15日 仙台エアカーゴターミナルの国際貨物棟などが再建
7月 6日 福島県浪江町で避難者交流拠点『なみえ交流館』開所
8月 23日 三井物産、宮城県東松島市でメガソーラー完工

9月

1日 宮城県石巻市の水産業復興特区でカキ養殖開始
3日 宮城県亘理町で『いちご団地』完成
10日 福島県田村市の避難指示解除準備区域で販売用米を収穫
28日 JR大船渡線バス高速運送道を13.7kmへ4倍延長

10月 1日 産総研、『福島再生可能エネルギー研究所』設立

12月
1日 三陸やまだ漁協（岩手・山田）、震災後初の生カキ出荷
2日 福島県北地域の特産『あんぽ柿』を震災後初出荷

2014年

1月
18日 宮城県、災害廃棄物焼却処理を終了
31日 岩手県から都内への瓦礫搬出が終了

2月
13日 都内で『東北4県・東日本大震災復興フォーラム』初開催
22日 常磐自動車道の広野‐常磐富岡間で通行再開

3月
5日 田老町漁協（岩手・宮古）小売大手と『真崎わかめ』発売
30日 2013年度の福島県の名目総生産が震災前を超える

4月
1日

福島県除き津波による瓦礫の処理が完了
福島県田村市の避難指示解除準備区域指定が解除

6日 三陸鉄道北リアス線および南リアス線、全線復旧

6月
1日 JR常磐線、広野‐竜田間で運転再開。避難区域で初
23日 『岩手県栽培魚漁業協会』、県産アワビ種苗を震災後初出荷

9月
1日 福島県、中間貯蔵施設建設の受入を容認
14日 福島県双葉郡の帰還困難区域で国道6号の通行解禁
30日 宮城県で災害廃棄物処理施設の撤去と用地復旧・返還完了

10月 4日 宮城県亘理町で交流施設『きずなぽーと“わたり”』開設
11月 7日 福島県郡山日和田町に県営初の復興公営住宅完成

12月
5日 岩手県釜石市で共同店舗『タウンポートおおまち』開設
6日 常磐自動車道、浪江‐南相馬間と相馬‐山元間が開通
19日 宮城県女川町が『まちなか再生計画』第1号に認定

2015年

3月
1日 常磐富岡‐浪江間が復旧し、常磐自動車道が全線開通
21日 JR石巻線、全線運行再開
26日 小名浜港（福島・いわき）で魚市場と凍結品荷捌所完成

5月
21日 震災で全壊した釜石地方森林組合（岩手県・釜石）開所
24日 岩手県大船渡湾でウニ漁が6年ぶりに再開
30日 JR仙石線が全線運行再開

6月 30日 復興予算増額を閣議決定、震災後10年間計32兆円に

9月

1日 宮城県石巻市水産物地方卸売市場、石巻売場が全面再開
5日 福島県楢葉町の避難指示解除準備区域指定が解除
25日 福島県酪農業協同組合、福島市内に復興牧場完成
30日 岩手県大船渡市漁協が震災後初のカキ出荷

10月
1日 全町避難中の福島県富岡町が町内で一部業務再開
18日 福島県楢葉町で木戸川のサケ漁が5年ぶりに再開
23日 岩手県宮古港の竜神崎地区防波堤でケーソン据付完了

12月
23日 宮城県女川町で『女川駅前商業エリア』開業
25日 JR大船渡線気仙沼‐盛間の鉄道復旧断念しバス運送に

2016年

3月

5日 福島県広野町の公設商業施設『ひろのてらす』開業
12日 盛土造成した岩手県大槌町で『末広町まちびらき』開催
22日 岩手県大船渡市赤崎町の合足農地海岸堤防完成
29日 宮城県仙台市で燃料電池車用の水素燃料供給所整備

4月 1日
『集中復興期間』が終了し、『復興・創生期間』に移行
福島県葛尾村、村役場で全業務再開

6月
12日 福島県葛尾村の居住制限区域指定など解除
14日 福島県川内村の避難指示解除準備区域指定が解除

7月 12日
福島県南相馬市の居住制限区域指定など解除
JR常磐線、原ノ町‐小高間の運転再開

9月
2日 福島県沖でヒラメ漁の試験操業開始
24日 宮城県東松島市で『あおい地区まちびらき』開催

10月 27日 福島県浪江町役場敷地内に仮設商店街開業

11月
14日 福島県川俣町が新庁舎で業務開始
25日 福島県富岡町の複合商業施設で4店舗が先行開店

12月 10日 JR常磐線、相馬‐浜吉田間で再開 一部区間を移設

2017年

3月

3日 宮城県南三陸町で『南三陸さんさん商店街』移転・開業

22日
福島県葛尾村で原発事故後初の畜産業再開
宮城県仙台市で東北初の商用水素燃料供給所稼働

31日
福島県内の帰還困難区域を除き、除染作業終了
福島県の飯舘・川俣・浪江・富岡で居住制限など解除

4月
1日 JR常磐線、浪江‐小高間の運転再開
23日 宮城県南三陸町に復興商店街『南三陸ハマーレ歌津』開設
27日 岩手県陸前高田市に商業施設『アバッセたかた』開設

5月 30日 女川町魚市場（宮城県・女川）の復旧整備が完了

7月
1日 福島県川俣町で商業施設『とんやの郷』開業
25日 『福島イノベーション・コースト構想推進機構』設立

8月 12日 福島県飯舘村に『いいたて村道の駅までい館』開設
9月 3日 岩手県岩泉町の被災地跡に『浜の駅おもと愛土館』開設

10月
1日 岩手県陸前高田市で新商店街『まちなかテラス』開業
28日 福島県大熊町で中間貯蔵施設運用始動

11月 17日 釜石港（岩手・釜石）からの国際コンテナ定期航路再開

2018年

2月 5日 福島県相馬市松川浦の青ノリ出荷が再開

3月
10日 東北中央自動車道、相馬玉野‐霊山間の通行再開
24日 宮城県岩沼市で嵩上げ道路『玉浦希望ライン』全線開通
27日 釜石湾口防波堤（岩手）の復旧工事完了

4月
1日 宮城県亘理町で『荒浜漁港フィッシャリーナ』開業
6日 福島県富岡町など小中学校が7年ぶりに再開

5月 30日 環境省、浪江町の帰還困難区域で除染開始
8月 19日 岩手県に『釜石鵜住居復興スタジアム』開設

10月 1日
岩手県大船渡市の新市街地に『おおふなと夢横丁』開設
岩手県宮古市に複合施設『イーストピアみやこ』開設

11月 15日 宮城県気仙沼市に商業施設『迎（ムカエル）』開設
12月 24日 宮城県山元町でホッキガイ漁の本格操業開始

2019年

1月 11日 福島県葛尾村の牧場で牛乳の出荷再開
2月 9日 宮城県山元町に直売所『やまもと夢いちごの郷』開設

3月
5日 福島県いわき市に燃料電池車用の水素燃料供給所開設
20日 宮城県内で全ての災害公営住宅が完成
21日 三陸沿岸道路、唐桑小原木‐陸前高田長部間開通

4月
10日 福島県大熊町の避難指示解除準備区域指定が解除
15日 福島第1原発3号機で核燃料取り出し作業開始
26日 岩手県陸前高田市の中心街と高台を結ぶ避難路全線開通

7月 26日 富岡漁港（福島・富岡）再開し被災した県内全漁港復旧
10月 31日 岩手県沿岸部5550戸の整備が完了
12月 22日 三陸鉄道大槌駅（岩手）の前で飲食施設開業

2020年

2月 25日 福島県沖コモンカスベの出荷制限解除、全魚種出荷実現

3月
14日 JR常磐線、富岡‐浪江間が復旧し全線運転再開
31日 福島県南相馬市と浪江町にロボット研究開発拠点開所

4月
8日 福島県浪江町の請戸地方卸売市場が再開
24日 岩手県宮古市、養殖トラウトサーモン500匹初出荷

6月
5日 復興庁設置法改正、復興庁の設置期限10年延長に
15日 新おおつち漁協（岩手・大槌）ら養殖ギンザケ初出荷

7月 28日 要谷漁港海岸（岩手・陸前高田）の防潮堤や陸閘など復旧

8月
1日 福島県浪江町に『道の駅なみえ』開設
10日 コロナ対策で『復興・創生インターン』をリモート実施

12月 7日 被災3県が計画した災害公営住宅全2万9654戸整備
2021年 4月 1日 復興・創生期間終了し、『第2期復興・創生期間』へ
出所:各種資料をもとにCOALAnet作成
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負
う
な
ど
、
建
設
業
の
枠
に
収

ま
ら
な
い
総
合
的
な
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
を
提
供
し
て
い
る
。

望
月
社
長
は
、
「
今
後
は
フ

ァ
ク
ト
リ
ア
が
進
出
し
て
い
る

各
エ
リ
ア
で
点
か
ら
面
へ
の
展

開
だ
。
そ
の
た
め
に
も
顧
客
満

足
度
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
」

と
意
気
込
む
。

同
社
は
２
０
２
１
年
１
月
、

社
内
に
『
街
づ
く
り
推
進
室
』

と
い
う
新
し
い
組
織
を
発
足
、

地
元
企
業
ら
と
住
み
よ
い
街
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
復
興
か

ら
地
域
活
性
化
へ
、
同
社
の
挑

戦
は
ま
だ
ま
だ
続
く
。

本
分
に
立
ち
還
る

小
売
店
も
奮
闘
し
た
。
酒
販

店
を
運
営
す
る
宮
城
県
の
や
ま

や
は
、
５
つ
の
店
舗
が
津
波
で

浸
水
し
、
１
８
０
以
上
の
店
舗

で
商
品
が
破
損
す
る
な
ど
の
被

害
に
遭
っ
た
が
、
震
災
翌
日
か

ら
５
店
舗
を
除
く
全
店
で
営
業

を
再
開
し
た
。
東
北
の
物
流
拠

点
が
被
災
し
、
関
西
か
ら
商
品

を
輸
送
す
る
と
い
う
緊
急
対
応

に
迫
ら
れ
た
が
、
営
業
を
継
続

し
た
の
だ
。
当
時
を
佐
藤
浩
也

社
長
は
こ
う
振
り
返
る
。

「
多
く
の
お
店
が
営
業
で
き

る
状
況
に
な
か
っ
た
の
で
、

我
々
が
何
と
し
て
も
水
や
食
料

「

創
業
者
の
高
田
弥
市
氏

は
、
大
火
が
あ
れ
ば
、

ど
こ
に
で
も
飛
ん
で

行
く
人
だ
っ
た
。
そ
の
精
神
が

当
社
に
は
息
づ
い
て
お
り
、
復

旧
・
復
興
の
た
め
に
、
で
き
る

こ
と
は
何
で
も
や
っ
た
」
。

そ
う
語
る
の
は
、
岩
手
県
の

建
設
会
社
、
タ
カ
ヤ
の
望
月
光

雄
社
長
だ
。
事
実
、
同
社
は
東

日
本
大
震
災
の
直
後
、
ま
ず
は

物
資
の
輸
送
路
を
確
保
す
る
た

め
瓦
礫
を
撤
去
す
る
と
、
港
の

再
開
に
向
け
、
湾
内
に
沈
ん
だ

瓦
礫
を
取
り
除
き
船
の
航
路
を

確
保
し
た
。
さ
ら
に
、
震
災
後

３
ヵ
月
経
た
ず
し
て
三
陸
海
岸

沿
い
に
４
つ
の
営
業
所
を
新
設

し
、
防
波
堤
建
設
な
ど
の
イ
ン

フ
ラ
の
復
旧
か
ら
被
災
し
た
工

場
の
再
建
、
仮
設
住
宅
の
建
設

ま
で
手
掛
け
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
も
そ
の
は
ず
、
同
社
は

土
木
工
事
や
建
築
は
も
と
よ
り
、

作
業
船
を
用
い
た
海
洋
土
木
工

事
ま
で
請
け
負
う
地
域
の
有
力

ゼ
ネ
コ
ン
だ
。
１
９
３
０
年
の

創
業
以
来
、
公
共
事
業
を
中
心

に
数
多
の
工
事
を
受
注
し
て
き

た
実
績
が
あ
る
だ
け
に
、
行
政

か
ら
も
頼
ら
れ
る
存
在
だ
っ
た
。

し
か
し
大
き
な
課
題
に
直
面

す
る
。
同
社
が
工
場
（
主
に
水

産
加
工
工
場
）
を
再
建
し
て
も
、

そ
こ
に
働
き
手
が
戻
っ
て
こ
な

か
っ
た
。
震
災
の
影
響
で
若
者

の
製
造
業
離
れ
に
拍
車
が
か
か

り
、
工
場
の
経
営
者
か
ら
は
嘆

き
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
と

い
う
。

そ
こ
で
同
社
が
試
み
た
の
が
、

「
工
場
と
い
う
箱
の
提
供
に
と

ど
ま
ら
ず
、
若
い
社
員
が
働
き

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
空
間
の

提
供
」
（
望
月
社
長
）
で
あ
り
、

『
フ
ァ
ク
ト
リ
ア
』
の
改
革
だ

っ
た
。
つ
ま
り
、
フ
ァ
ク
ト
リ

ア
と
は
工
場
の
設
計
を
標
準
化

し
て
迅
速
に
工
場
を
建
設
す
る

機
能
性
と
価
格
低
減
を
追
求
し

た
同
社
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
で

あ
る
が
、
こ
の
既
存
の
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
に
デ
ザ
イ
ン
の
要
素

を
組
み
込
ん
だ
の
で
あ
る
。

そ
し
て
同
社
は
、
イ
ン
テ
リ

ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
や
デ
ザ

イ
ナ
ー
を
雇
用
し
、
工
場
で
働

く
従
業
員
が
く
つ
ろ
げ
る
食
堂

や
休
憩
室
を
設
け
た
り
、
外
観

の
意
匠
性
を
高
め
た
り
、
細
部

ま
で
こ
だ
わ
っ
た
。
そ
れ
だ
け

で
は
な
い
。
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
営

業
担
当
者
が
情
報
を
共
有
し
、

顧
客
の
様
々
な
要
望
に
応
え
る

体
制
を
構
築
。
い
ま
で
は
、
客

先
の
従
業
員
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

制
作
や
企
業
ロ
ゴ
、
商
品
の
パ

ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
ま
で
請
け

東日本大震災からの復興へ、最前線に立って奮闘してきたのは地元の企業だ。
コロナ禍にも屈しない彼らの強さに迫った。

地域企業の奮闘と教訓

震災、そして
コロナ禍と戦う

❶タカヤは被災した吉里吉里漁港環境施設の復
旧工事を手掛けた ❷タカヤが建設した仮設住宅
では定期的に交流会を開催 ❸『ファクトリア』で建
てた日本テクノロジーソリューションの工場外観 ❹
日本テクノロジーソリューションの工場内に設けたカ
フェ風スペース ❺望月光雄社長

❸

タカヤ
岩手県盛岡市本宮五丁目5番5号

ht tps : / / takaya-net . jp

❹

❷

❺

❶

復興の担い手たちに学ぶ
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を
届
け
な
け
れ
ば
と
い
う
思
い

だ
っ
た
。
と
は
い
え
、
取
引
先

が
優
先
的
に
商
品
を
融
通
し
て

く
れ
た
り
、
取
引
関
係
に
な
か

っ
た
企
業
ま
で
協
力
し
て
く
れ

た
り
、
多
く
の
支
援
が
あ
っ
た

か
ら
こ
そ
で
き
た
の
だ
と
思

う
」
。

そ
ん
な
同
社
は
、
す
で
に
東

北
か
ら
全
国
へ
直
営
店
を
開
設
、

そ
の
数
３
４
０
に
及
ぶ
。
物
流

拠
点
は
10
ヵ
所
に
の
ぼ
り
、
商

品
の
供
給
体
制
を
整
え
て
い
る

が
、
さ
ら
な
る
店
舗
の
新
設
に

力
を
注
ぐ
構
え
で
あ
る
。

佐
藤
社
長
は
、
「
店
舗
数
の

拡
大
に
は
、
リ
ス
ク
回
避
の
意

味
合
い
も
あ
る
」
と
し
た
う
え

で
、
「
震
災
を
経
験
し
、
本
社

機
能
も
分
散
さ
せ
た
。
災
害
が

起
こ
る
と
、
仙
台
と
大
阪
に
そ

れ
ぞ
れ
防
災
本
部
を
設
置
し
、

安
全
の
確
保
を
前
提
に
極
力
営

業
を
継
続
し
て
い
く
体
制
を
敷

い
て
い
る
」
と
状
況
を
語
る
。

一
方
で
、
同
社
は
事
業
の
多

角
化
を
進
め
た
。
１
９
７
０
年

の
創
業
後
、
酒
類
を
中
心
に
嗜

好
品
の
専
門
店
を
運
営
し
、
小

売
業
を
拡
げ
て
き
た
。
２
０
０

６
年
に
は
小
売
大
手
イ
オ
ン
と

ワ
イ
ン
の
輸
入
会
社
『
コ
ル
ド

ン
ヴ
ェ
ー
ル
』
を
設
立
、
南
ア

フ
リ
カ
や
チ
リ
な
ど
に
独
自
の

調
達
先
を
開
拓
し
た
。
２
０
１

２
年
か
ら
は
食
料
品
や
日
用
品

を
充
実
さ
せ
、
翌
２
０
１
３
年

に
は
居
酒
屋
『
は
な
の
舞
』
を

運
営
す
る
チ
ム
ニ
ー
を
吸
収
。

小
売
業
か
ら
卸
売
業
、
そ
し
て

外
食
業
へ
と
展
開
し
た
わ
け
だ
。

で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は

ど
う
か
。
佐
藤
社
長
は
、
「
外

食
は
厳
し
い
が
、
幸
い
小
売
は

い
ま
の
と
こ
ろ
堅
調
だ
。
飲
食

店
の
時
短
営
業
を
受
け
、
自
宅

で
ウ
イ
ス
キ
ー
や
ワ
イ
ン
を
飲

む
方
々
が
増
え
て
い
る
」
と
し
、

「
我
々
は
、
お
客
様
の
声
に
耳

を
傾
け
、
お
客
様
の
求
め
る
商

品
を
提
供
し
て
い
く
。
で
き
る

こ
と
に
全
力
で
当
た
る
ほ
か
な

い
」
と
締
め
た
。

非
常
時
に
備
え
て
対
策
を
講

じ
て
お
く
こ
と
は
重
要
だ
。
そ

れ
で
も
震
災
や
コ
ロ
ナ
禍
と
い

っ
た
想
定
外
の
事
態
は
起
こ
り

得
る
。
そ
の
と
き
何
を
成
す
べ

き
か
。
企
業
は
、
顧
客
の
た
め

に
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
ほ
か
な
い
だ
ろ
う
。
本
分
に

立
ち
還
る
の
で
あ
る
。

逆
境
が
企
業
を

強
く
す
る

福
島
県
で
は
、
原
発
事
故
で

多
く
の
事
業
者
が
苦
し
め
ら
れ

た
。
と
く
に
農
家
へ
の
影
響
は

甚
大
で
、
県
央
の
本
宮
市
で
米

や
き
ゅ
う
り
を
生
産
す
る
農
業

法
人
、
御
稲
プ
ラ
イ
マ
ル
も
例

外
で
は
な
か
っ
た
。

同
社
は
、
元
々
個
人
農
家
だ

っ
た
が
、
生
産
し
た
米
が
２
０

０
８
年
に
皇
室
献
上
米
に
選
出

さ
れ
、
高
評
価
を
得
た
こ
と
で

翌
２
０
０
９
年
に
法
人
化
。
以

後
、
小
売
店
や
飲
食
店
、
一
般

家
庭
へ
積
極
的
に
販
路
を
拡
げ

た
が
、
そ
の
矢
先
に
原
発
事
故

に
遭
っ
た
。
県
の
全
量
全
袋
検

査
と
第
三
者
機
関
の
検
査
を
並

行
し
て
受
け
、
安
全
性
を
確
認

し
た
が
、
「
い
く
ら
検
査
し
て

も
、
需
要
が
回
復
す
る
こ
と
は

な
か
っ
た
」
（
後
藤
正
人
社

長
）
。

そ
れ
で
も
後
藤
社
長
は
諦
め

ず
に
、
震
災
前
か
ら
計
画
し
て

い
た
米
の
細
分
化
管
理
に
着
手

し
た
。
こ
れ
は
、
食
味
成
分
や

食
感
、
Ｇ
Ａ
Ｂ
Ａ
含
有
量
な
ど

を
測
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
数
値
化

し
て
デ
ー
タ
を
分
析
、
品
質
の

〝
見
え
る
化
〞
を
図
る
と
い
う

も
の
で
、
同
社
は
チ
ャ
ー
ハ
ン

用
や
寿
司
用
な
ど
、
用
途
に
応

じ
て
適
切
な
米
を
顧
客
に
届
け

た
。
産
地
や
価
格
で
し
か
判
断

基
準
が
な
か
っ
た
米
を
、
水
分

の
少
な
い
米
、
粘
り
気
の
多
い

米
な
ど
、
品
質
に
よ
っ
て
種
別

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
徐
々
に

販
路
を
広
げ
て
い
く
。

さ
ら
に
同
社
は
、
『
３
５
８

（
サ
ゴ
ハ
チ
）
』
と
い
う
米
を

使
っ
た
発
酵
調
味
料
な
ど
、
加

工
品
づ
く
り
に
も
力
を
注
い
だ
。

そ
の
結
果
、
震
災
後
に
激
減
し

た
売
上
高
を
震
災
前
の
３
倍
近

く
ま
で
増
や
し
た
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
再
び
コ
ロ
ナ
禍
の

試
練
が
立
ち
は
だ
か
っ
た
。
飲

食
店
や
ホ
テ
ル
向
け
の
販
売
は

激
減
し
た
よ
う
だ
が
、
原
発
事

故
の
風
評
被
害
に
も
屈
し
な
か

っ
た
同
社
だ
。
２
０
２
０
年
か

ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
販
売
を
本

格
化
し
、
着
々
と
業
績
を
回
復

さ
せ
て
い
る
。

後
藤
社
長
は
、
「
自
宅
で
食

事
を
す
る
人
が
増
え
て
い
る
こ

と
も
あ
っ
て
、
徐
々
に
注
文
が

増
え
て
き
た
」
と
現
状
を
語
り
、

続
け
て
、
「
我
々
の
Ｅ
Ｃ
（
電

子
商
取
引
）
サ
イ
ト
で
他
の
農

家
の
農
産
物
を
売
っ
た
り
、
農

機
や
人
材
を
シ
ェ
ア
し
た
り
、

横
の
繋
が
り
を
深
め
て
い
る
。

と
も
に
助
け
合
い
な
が
ら
、
農

業
の
未
来
を
切
り
拓
い
て
い
き

た
い
」
と
前
を
向
く
。

逆
境
が
人
を
強
く
す
る
よ
う

に
、
震
災
を
経
て
東
北
の
企
業

が
躍
動
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
あ

る
い
は
コ
ロ
ナ
禍
を
糧
に
日
本

の
企
業
が
活
躍
す
る
日
が
来
る

の
か
も
し
れ
な
い
。

❶年に１度、店内で開く『東北復興応援フェア』で
は、東北の地酒や食材を集めて販売 ❷やまやグル
ープ、大和蔵酒造の『雪の松島 大吟醸』。多くの賞
を受賞した宮城県の代表的銘柄だ ❸物流センタ
ーでは全自動化を導入 ❹やまや花巻店 ❺佐藤浩
也社長

やまや
宮城県仙台市宮城野区榴岡3丁目4番1号

ht tps : / /www.yamaya. jp

❷

❺

❹

❶

❸

❶品種だけでなく、地域や収穫・精米日まで細かく
分けて米を管理 ❷同社商品 ❸稲刈りの様子 ❹
震災当時と比べて社員数は倍増した ❺後藤正人
社長

❸ ❷
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復興の担い手たちに学ぶ
国難への挑み方
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ク
が
増
え
て
い
る
な
か
で
、
農
作
物
の

取
引
ま
で
不
確
実
な
も
の
と
な
る
の
は
、

重
大
な
問
題
だ
。

む
ろ
ん
、
国
は
農
産
物
の
消
費
促
進

や
食
育
な
ど
を
広
め
、
農
作
物
の
需
要

拡
大
に
努
め
て
い
る
。
あ
る
い
は
、
農

業
技
術
が
進
歩
し
、
農
作
物
の
品
質
向

上
と
と
も
に
農
作
業
の
効
率
化
が
進
み

つ
つ
あ
る
が
、
合
理
的
な
経
営
判
断
が

で
き
る
農
家
が
増
え
な
け
れ
ば
、
穴
の

開
い
た
バ
ケ
ツ
に
水
を
注
ぐ
よ
う
な
も

の
だ
ろ
う
。
家
族
経
営
が
主
体
の
小
規

模
な
農
家
に
お
い
て
は
、
経
営
管
理
の

実
践
が
欠
か
せ
な
い
。

と
い
う
の
も
、
家
族
経
営
の
小
規
模

な
農
家
は
、
家
計
と
事
業
の
収
支
を
混

合
し
が
ち
だ
。
適
切
な
原
価
計
算
が
で

き
な
い
た
め
、
予
算
化
も
難
し
く
、
事

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
農
業
従

事
者
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄

地
の
増
大
は
深
刻
で
、
農
業
の
風
習
や

文
化
ま
で
希
薄
に
な
っ
て
き
た
。
こ
の

ま
ま
で
は
、
日
本
の
農
業
が
衰
退
し
、

食
の
安
定
供
給
が
維
持
で
き
な
い
危
機

的
状
況
に
陥
り
か
ね
な
い
。

背
景
に
は
、
農
産
物
の
価
格
下
落
が

あ
る
。
海
外
か
ら
安
い
農
産
物
が
輸
入

さ
れ
、
国
内
の
農
産
物
が
適
正
な
価
格

帯
で
取
引
さ
れ
て
い
な
い
。
米
価
は
落

ち
込
み
、
園
芸
作
物
は
産
地
間
の
競
争

が
激
化
し
、
投
げ
売
り
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
も
以
前
は
、
数
年
の
赤
字
を
、

農
産
物
の
相
場
が
高
い
年
の
収
益
で
補

う
な
ど
し
て
凌
げ
た
部
分
が
あ
っ
た
。

だ
が
、
現
在
は
、
価
格
の
上
昇
幅
が
小

さ
い
割
に
下
降
幅
が
大
き
く
、
非
常
に

厳
し
い
状
況
で
あ
る
。
気
候
変
動
に
よ

る
災
害
が
頻
発
し
、
予
測
不
能
な
リ
ス

業
計
画
に
基
づ
い
た
目
標
を
設
定
で
き

な
い
こ
と
が
大
半
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

利
益
の
確
保
に
努
め
よ
う
に
も
、
ど
こ

に
力
を
注
ぐ
の
が
コ
ス
ト
効
率
的
な
の

か
、
合
理
的
な
判
断
が
で
き
て
い
な
い

の
だ
。
小
規
模
な
農
業
に
お
い
て
も
、

財
務
管
理
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

課
題
は
労
務
管
理
に
も
あ
る
。
家
族

労
働
を
前
提
と
し
た
家
族
経
営
で
は
、

私
用
と
労
務
が
明
確
に
区
別
さ
れ
て
い

な
い
場
合
が
少
な
く
な
い
。
こ
の
状
況

の
ま
ま
、
雇
用
す
る
と
、
従
業
員
が
安

心
し
て
働
け
る
環
境
や
条
件
を
提
供
で

き
ず
、
離
職
率
が
増
え
、
労
働
力
の
確

保
が
難
し
く
な
る
。

こ
の
点
で
は
、
業
務
管
理
に
も
改
善

す
べ
き
と
こ
ろ
が
あ
る
。
た
と
え
ば
、

家
族
同
士
で
は
口
頭
に
よ
る
伝
達
や

「
背
中
を
見
て
覚
え
る
」
と
い
っ
た
手

法
で
技
能
を
伝
承
で
き
た
と
し
て
も
、

そ
れ
が
従
業
員
に
通
用
す
る
と
は
限
ら

な
い
。
外
部
の
労
働
力
を
活
用
し
て
生

産
性
を
維
持
す
る
に
は
、
業
務
手
順
の

標
準
化
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
策
定
も
必
要

に
な
る
だ
ろ
う
。

つ
ま
り
、
財
務
や
労
務
、
業
務
の
各

管
理
法
を
改
め
な
い
限
り
、
収
益
性
は

改
善
せ
ず
、
労
働
力
不
足
も
解
消
し
な

け
れ
ば
、
生
産
性
も
維
持
で
き
な
い
。

１
０
０
点
は
目
指
さ
な
い
！

と
は
い
え
、
小
規
模
な
農
業
で
は
、

製
造
業
と
同
等
の
綿
密
な
管
理
は
求
め

ら
れ
な
い
。
〝
規
模
の
経
済
〞
が
働
く

製
造
業
で
は
、
そ
れ
で
全
体
の
生
産
性

が
向
上
し
、
投
資
効
果
が
見
込
め
る
の

で
あ
れ
ば
、
１
％
の
効
率
改
善
を
追
求

す
る
部
門
を
設
け
、
１
０
０
点
満
点
の

管
理
を
目
指
す
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
れ
に

対
し
、
不
確
実
な
要
素
の
多
い
農
業
の

場
合
は
、
完
璧
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策
定

し
て
も
、
突
発
的
な
災
害
や
天
候
の
変

化
、
作
物
の
個
体
差
、
取
引
価
格
の
乱

高
下
な
ど
、
変
動
要
因
は
排
除
で
き
な

い
。
１
０
０
点
を
目
指
す
管
理
は
ナ
ン

セ
ン
ス
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
１
０
０
点
で
は
な
く
、
80

点
で
い
い
の
だ
。
生
産
品
目
に
も
よ
る

が
、
20
％
の
努
力
で
80
点
ま
で
高
め
ら

れ
れ
ば
充
分
で
あ
り
、
１
０
０
点
を
目

指
す
と
、
か
え
っ
て
費
用
対
効
果
が
低

下
し
か
ね
な
い
。
農
業
に
は
多
少
の
無

駄
を
許
容
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部
分

が
あ
る
。

も
っ
と
も
、
海
外
の
大
規
模
な
農
業

経
営
に
対
抗
す
る
た
め
、
企
業
的
な
合

理
化
を
追
求
し
て
競
争
力
を
強
化
し
て

い
こ
う
と
い
う
議
論
が
あ
る
。
事
実
、

政
府
は
規
制
を
緩
和
し
、
企
業
に
よ
る

農
業
へ
の
新
規
参
入
が
増
え
て
き
た
。

こ
れ
に
関
し
て
は
、
食
の
安
定
供
給
に

寄
与
す
る
と
い
う
点
に
お
い
て
意
義
は

あ
る
。
専
門
家
の
支
援
な
ど
を
受
け
な

が
ら
進
め
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
う
。

た
だ
、
革
新
的
な
一
足
飛
び
の
進
歩

や
厳
し
い
企
業
間
淘
汰
の
世
界
は
、
従

来
の
慣
習
と
は
大
き
く
異
な
る
。
小
規

模
な
農
家
は
心
理
的
に
受
け
入
れ
ら
れ

な
い
だ
ろ
う
。
日
本
の
農
業
が
小
規
模

な
農
家
の
家
族
経
営
を
主
体
に
成
立
し

て
き
た
歴
史
に
鑑
み
て
も
、
大
規
模
な

企
業
的
農
業
経
営
だ
け
で
日
本
の
農
業

問
題
が
解
消
す
る
と
は
思
え
な
い
。

や
は
り
、
小
規
模
な
農
家
の
家
族
的

な
良
さ
や
強
み
を
引
き
出
し
て
い
く
こ

と
も
重
要
で
は
な
い
か
。
合
理
的
な
管

理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
、
農
家
が

背
伸
び
を
す
れ
ば
、
家
業
は
事
業
と
な

り
、
利
益
の
確
保
に
繋
げ
ら
れ
る
。
農

家
の
経
営
意
識
が
底
上
げ
さ
れ
れ
ば
、

リ
ー
ダ
ー
が
必
ず
登
場
し
、
徐
々
に
農

家
の
共
通
認
識
は
変
わ
る
。
10
倍
の
経

営
改
善
は
難
し
い
に
し
て
も
、
1.5
倍
が

可
能
な
ら
ば
、
ま
ず
は
1.5
倍
だ
。
強
い

農
業
経
営
を
実
践
で
き
る
小
規
模
な
農

家
が
増
え
な
け
れ
ば
、
日
本
の
農
業
に

明
る
い
展
望
は
描
け
な
い
よ
う
に
思
う
。

「
経
営
管
理
で
家
業
を
事
業
に
。

  

強
い
農
家
が
農
業
を
変
え
る
」

佐
川
友
彦
社
長

フ
ァ
ー
ム
サ
イ
ド 

Voice  of  Specialist

地
域
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
が
衰
退
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。

国
の
制
度
改
正
で
は
解
決
し
な
い
状
況
だ
。策
は
あ
る
の
か
。

農
家
の
経
営
を
多
数
支
援
し
て
き
た
フ
ァ
ー
ム
サ
イ
ド
の
佐
川
社
長
が
見
解
を
語
っ
た
。
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開
や
個
人
客
の
生
活
再
建
を
徹
底

し
て
支
援
し
た
の
だ
。

だ
が
、
問
題
は
解
消
し
て
い
な

い
。
人
口
減
少
は
著
し
く
、
２
０

０
万
人
を
超
え
て
い
た
福
島
県
の

人
口
は
１
８
１
万
人
を
割
り
込
ん

だ
。
原
発
周
辺
の
地
域
で
は
、
生

活
の
基
盤
が
整
っ
て
お
ら
ず
、
避

難
指
示
が
解
除
さ
れ
て
も
、
住
民

は
帰
還
で
き
な
い
。
風
評
被
害
も

深
刻
で
、
10
年
経
過
し
て
も
、
農

林
水
産
業
や
観
光
業
は
、
震
災
前

の
水
準
に
回
復
し
て
い
な
い
。

む
ろ
ん
、
復
興
は
進
ん
だ
。
原

「

県
外
に
避
難
さ
れ
た
お
客

様
へ
の
支
援
が
第
一
だ

っ
た
」
。

佐
藤
稔
頭
取
は
震
災
後
10
年
の

歩
み
を
そ
う
切
り
出
し
た
。
福
島

第
一
原
発
事
故
後
、
県
外
移
転
を

余
儀
な
く
さ
れ
た
企
業
は
、
移
設

先
の
土
地
を
確
保
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
県
外
に
避
難
し
た
住
民

は
、
生
活
を
立
て
直
す
た
め
の
資

金
が
要
る
。
東
邦
銀
行
は
、
全
国

の
地
方
銀
行
と
連
携
し
、
預
金
の

払
い
戻
し
を
委
託
す
る
な
ど
の
仕

組
み
を
整
え
、
法
人
客
の
事
業
再

発
事
故
後
９
年
以
内
に
福
島
県
で

事
業
所
を
構
え
た
企
業
数
は
６
８

０
社
に
達
し
た
。
製
造
品
等
の
出

荷
額
は
、
震
災
前
の
水
準
を
超
え
、

東
北
地
方
で
第
１
位
で
あ
る
。
そ

の
う
え
、
新
た
な
産
業
の
創
出
を

目
的
に
公
益
財
団
法
人
、
『
福
島

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構

想
推
進
機
構
』
が
国
主
導
で
発
足

し
た
。
ロ
ボ
ッ
ト
や
航
空
宇
宙
、

医
療
関
連
の
研
究
開
発
が
進
展
し
、

産
業
の
集
積
化
が
進
む
。
東
邦
銀

行
は
、
同
機
構
と
協
定
を
結
び
、

人
材
を
派
遣
し
つ
つ
、
ビ
ジ
ネ
ス

マ
ッ
チ
ン
グ
や
企
業
誘
致
、
人
材

育
成
な
ど
に
尽
力
し
た
。

さ
ら
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
産
業
が
勃
興
し
た
。
す
で
に
都

道
府
県
別
の
太
陽
光
発
電
の
導
入

量
で
福
島
県
は
全
国
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
だ
。
県
は
２
０
４
０
年
ま
で
に

県
内
電
力
需
要
の
１
０
０
％
を
再

エ
ネ
で
賄
う
目
標
を
掲
げ
て
い
る
。

佐
藤
頭
取
は
、
「
県
の
方
針
に

同
調
し
、
当
行
も
再
エ
ネ
を
推
進
、

融
資
額
は
１
５
０
０
億
円
を
超
え

た
」
と
し
、
こ
う
続
け
た
。 

「
福
島
県
は
原
発
立
地
県
だ
っ

た
た
め
、
首
都
圏
に
大
量
の
電
力

を
送
電
し
て
い
た
。
送
電
網
が
整

っ
て
お
り
、
太
陽
光
発
電
所
や
風

力
発
電
所
を
立
地
す
る
う
え
で
、

大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
っ

た
」
。

コ
ロ
ナ
支
援
、実
績
着
々

し
か
し
、
２
０
２
０
年
か
ら
コ

ロ
ナ
禍
で
再
び
福
島
経
済
に
暗
雲

が
漂
う
。
「
製
造
業
は
比
較
的
影

響
が
少
な
い
も
の
の
、
旅
館
業
や

飲
食
業
は
非
常
に
厳
し
い
」
（
佐

藤
頭
取
）
。

そ
こ
で
東
邦
銀
行
は
顧
客
の

様
々
な
経
営
課
題
に
応
え
る
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
サ
ー
ビ
ス
、
『
ア

フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
・
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
』
を
実
行
し
た
。

迅
速
な
資
金
繰
り
支
援
に
加
え
、

外
部
機
関
や
専
門
家
と
と
も
に
本

業
支
援
や
計
画
策
定
支
援
な
ど
ま

で
行
な
う
総
合
支
援
策
で
あ
る
。

経
営
課
題
へ
の
対
応
件
数
は
、

２
０
２
０
年
度
に
２
８
０
０
件
に

達
し
、
２
０
２
１
年
度
に
は
４
０

０
０
件
ま
で
増
え
る
見
込
み
だ
。

佐
藤
頭
取
は
、
「
お
客
様
の
収
益

改
善
に
向
け
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
業
務
を
拡
充
し
、
経
営
課
題
の

解
決
に
尽
力
し
て
い
く
」
と
し
た

う
え
で
、
「
支
援
の
実
行
は
容
易

な
も
の
で
は
な
い
が
、
震
災
か
ら

の
10
年
、
当
行
は
、
人
材
育
成
に

努
め
つ
つ
、
外
部
の
専
門
家
と
の

連
携
を
強
め
て
き
た
。
体
制
は
整

っ
て
い
る
」
と
自
信
を
見
せ
る
。

同
行
は
、
経
営
課
題
支
援
の
一

環
で
、
２
０
２
０
年
４
月
か
ら
有

償
事
業
承
継
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

を
開
始
し
た
。
関
連
情
報
や
承
継

ス
キ
ー
ム
を
提
供
す
る
ほ
か
、
後

継
者
不
在
の
企
業
に
は
Ｍ
＆
Ａ

（
合
併
・
買
収
）
や
外
部
人
材
招

聘
な
ど
の
第
三
者
承
継
を
提
案
。

２
０
２
０
年
度
の
事
業
承
継
相
談

件
数
は
４
３
６
件
だ
っ
た
。

一
方
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
ン

グ
に
も
精
力
的
だ
。
同
行
は
２
０

２
０
年
８
月
か
ら
販
路
開
拓
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
を
開
始
。
顧
客

網
を
活
用
し
て
販
路
拡
大
に
関
す

る
情
報
や
仕
入
先
や
外
注
先
の
情

報
を
本
部
で
管
理
し
、
顧
客
同
士

を
繋
げ
た
。
さ
ら
に
１
４
０
社
を

超
え
る
専
門
家
や
企
業
と
提
携
し
、

顧
客
に
紹
介
し
て
課
題
解
決
を
図

る
取
り
組
み
も
実
施
。
２
０
２
０

年
度
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
件

数
は
２
１
０
５
件
と
、
前
年
度
よ

り
も
２
６
６
件
増
加
し
た
。

佐
藤
頭
取
は
、
「
最
近
は
再
エ

ネ
大
手
の
ウ
エ
ス
ト
グ
ル
ー
プ
と

連
携
し
て
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減

の
提
案
に
力
を
入
れ
て
お
り
、
思

い
の
ほ
か
反
響
が
大
き
い
。
今
後

は
、
Ｅ
Ｓ
Ｇ
（
環
境
・
社
会
・
企

業
統
治
）
投
資
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）
、
そ
し
て

再
エ
ネ
へ
の
関
心
が
一
層
高
ま
っ

て
い
く
に
違
い
な
い
」
と
先
を
見

通
す
。

～東邦銀行の歩み～

目
指
す
は
課
題
解
決
企
業

同
行
の
誕
生
は
１
９
４
１
年
、

第
２
次
世
界
大
戦
に
突
入
す
る
混

乱
期
だ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
行
名
に

「
東
か
ら
光
を
背
負
う
」
、
す
な

わ
ち
「
輝
き
」
の
願
い
を
込
め
た

の
だ
。
思
い
が
通
じ
た
の
か
、
終

戦
後
、
日
本
は
高
度
経
済
成
長
を

遂
げ
る
。
だ
が
３
・
11
が
起
こ
り
、

い
ま
は
コ
ロ
ナ
禍
だ
。
再
び
混
乱

期
で
あ
る
。
そ
こ
で
同
行
は
、
創

立
80
年
を
機
に
『
と
う
ほ
う
「
輝

き
」
プ
ラ
ン
』
と
称
し
、
第
17
次

中
期
経
営
計
画
を
始
動
さ
せ
た
。

連
結
の
計
画
で
は
、
コ
ア
業
務

純
益
１
０
０
億
円
以
上
、
Ｒ
Ｏ
Ｅ

（
自
己
資
本
利
益
率
）
2.8
％
以
上
、

コ
ア
Ｏ
Ｈ
Ｒ
（
経
費
率
）
78
％
以

上
を
目
指
す
。
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
と
、
地
域

や
顧
客
へ
の
新
た
な
付
加
価
値
の

提
供
を
図
り
、
計
画
を
達
成
す
る

狙
い
だ
。
そ
の
ほ
か
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
積
極
的
に
推
進
し
、
『
と
う
ほ

う
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
宣
言
』
に
基
づ
き
、

地
域
経
済
の
活
性
化
を
は
じ
め
、

高
齢
化
、
金
融
サ
ー
ビ
ス
、
ダ
イ

バ
ー
シ
テ
ィ
、
環
境
保
全
な
ど
の

各
分
野
で
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。

佐
藤
頭
取
は
、
「
金
融
機
関
の

枠
を
超
え
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献

度
を
高
め
て
い
く
。
課
題
解
決
企

業
を
目
指
す
」
と
力
を
込
め
た
。

大震災、風評害にコロナ禍

国難と戦う東邦銀行
福島第一原発事故から10年。人口が減少し、風評被害がなお続く福島県にコロナ禍が押し寄せた。

相次ぐ国難に挑む東邦銀行の足跡を追った。

佐藤稔
代表取締役頭取
プロフィール●1960年福
島県生まれ。83年福島大
学経済学部卒業後、東邦
銀行入行。市場金融部長
などを経て、2012年取締
役総合企画部長兼経営
戦略調整室長に就任。14
年取締役本店営業部長
を経て、常務取締役本店
営業部長に。16年専務取
締役事務本部長に就任
し、20年より現職。

S A T O ,  M i n o r u

2018年 3月期 2019年 3月期 2020年3月期 2021年3月期

経常収益 コア業務純益 預金残高（譲渡性預金含む） 預かり資産
（億円）（%）

当期純利益 自己資本比率 貸出金残高（ うち中小企業向け）

0
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100,0009.5
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8.5
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7.5

56,764 56,701 57,964 61,395

4,466 4,502 4,044 4,411

32,654 35,646 38,628 37,895

17,677 18,412 18,836 19,158

644.9 661.0
560.0 499.7

99.0 108.6 81.8 80.3

8.7
8.5

8.7
8.9

70.8 40.7 25.5

▲55.3

2018年 3月期 2019年 3月期 2020年3月期 2021年3月期

［東邦銀行の業績］

※預かり資産は、個人年金保険、投資信託、公共債などの預かり残高。

（億円）

※コア業務純益は本業のもうけを示す指標。
　本業の利益である業務純益に一般貸倒引当金繰入額を加算し、国債等債券損益を差し引いて算出。
※経常収益、コア業務純益、当期純利益、および自己資本比率はいずれも単体。
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Company Profile

社名 東邦銀行
本店所在地 福島県福島市大町3-25 

設立 1941年
資本金 235.2億円
経常収益 499.7億円（2021年3月期）
従業員数 2,035人

http ://www.tohobank .co . jp/

1941年 郡山商業銀行、会津銀行、白河瀬谷銀行の
3行合併で東邦銀行を設立

1942年 三春銀行、猪苗代銀行、岩瀬興業銀行の営
業を譲受

1943年 矢吹銀行、田村実業銀行、磐東銀行を吸収
合併

1944年 福島貯蓄銀行を吸収合併
1947年 福島県金庫事務を受託
1948年 日本銀行代理店の全面引き受け
1956年 初の県外支店として東京支店を開設
1964年 モーターローンの取扱い開始
1969年 外国為替業務の取扱い開始
1973年 東京証券取引所第2部へ上場
1974年 東京証券取引所第1部へ指定
1976年 総合オンラインシステム稼働
1979年 全店総合オンラインシステム完成
1983年 証券業務の取扱い開始
1985年 公共債ディーリング業務の取扱い開始
1986年 海外コルレス業務の取扱い開始

1988年 第1回無担保転換社債発行

1993年
新国際業務システム稼働
信託業務の取扱い開始
為替エントリーオンラインシステム稼働

1995年 新オンラインシステム稼働
2000年 投資信託の窓口販売業務の取扱い開始
2001年 保険商品の窓口販売業務の取扱い開始
2002年 確定拠出年金業務の取扱い開始

2003年 アイワイバンク銀行（現・セブン銀行）との
ATM利用提携実施

2005年 インターネットバンキングシステム稼働

2008年
『東邦・エコ定期預金』取扱開始
地方銀行4行とのATM提携開始

2009年
インターネット支店オープン
普通株式による公募増資

2010年 中小企業再生ファンド『うつくしま未来ファン
ド』設立

2012年
特例子会社『とうほうスマイル』設立
新営業店システム稼働

2021 2021  Summer2021  Summer



同
社
は
合
併
を
経
て
２
０
２

０
年
２
月
に
誕
生
し
た
。
源
流

は
１
９
７
７
年
設
立
の
立
山
実

業
と
１
９
９
４
年
設
立
の
イ
ト

キ
ン
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
の
服
飾
系

企
業
に
遡
る
。
福
岡
を
拠
点
に

金
融
機
関
へ
の
販
路
を
築
い
た

立
山
実
業
と
、
関
東
・
関
西
で

ホ
テ
ル
に
備
品
を
納
入
し
て
い

た
イ
ト
キ
ン
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
を

ボ
ン
マ
ッ
ク
ス
が
買
収
、
統
合

し
た
形
だ
。

従
来
、
ボ
ン
マ
ッ
ク
ス
は
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
卸
売
り
し
て
い

た
が
、
Ｂ
Ｍ
フ
ァ
ン
で
は
最
終

顧
客
へ
直
接
販
売
し
、
か
つ
客

先
の
管
理
ま
で
代
行
し
て
い
る
。

企
業
が
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
使
う

際
、
保
管
場
所
の
確
保
や
管
理

費
、
廃
棄
費
ま
で
か
か
る
た
め
、

制
服
や
作
業
着
な
ど
の

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
利

用
す
る
企
業
は
少
な

く
な
い
。
衣
服
を
製
造
す
る
ボ

ン
マ
ッ
ク
ス
の
子
会
社
、
Ｂ
Ｍ

フ
ァ
ン
は
企
業
に
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
を
販
売
、
２
０
２
１
年
１
月

期
の
売
上
高
は
27
億
円
に
達
し
、

さ
ら
な
る
業
容
拡
大
を
目
指
し

て
い
る
。

そ
れ
ら
も
す
べ
て
引
き
受
け
る

と
い
う
わ
け
だ
。

制
服
に
は
企
業
の
一
員
で
あ

る
こ
と
を
示
す
シ
ン
ボ
ル
の
意

味
も
あ
り
、
外
部
に
流
出
す
れ

ば
、
悪
用
さ
れ
る
恐
れ
も
あ
る
。

有
武
志
社
長
は
、
「
ど
の
従
業

員
が
ど
の
服
を
着
用
し
て
い
る

か
ま
で
把
握
し
、
制
服
が
流
出

し
て
も
、
出
所
を
追
跡
で
き
る

よ
う
、
徹
底
し
て
管
理
し
て
い

る
」
と
い
う
。

ま
た
、
従
業
員
の
多
い
企
業

で
は
一
度
に
大
量
の
ユ
ニ
フ
ォ

ー
ム
が
必
要
に
な
り
、
費
用
は

嵩
む
。
同
社
で
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー

ム
の
レ
ン
タ
ル
サ
ー
ビ
ス
も
用

意
し
、
企
業
が
負
担
な
く
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
利
用
で
き
る
よ
う

体
制
を
整
え
て
い
る
。

金
融
機
関
へ

カ
ジ
ュ
ア
ル
服
を
提
案

そ
ん
な
同
社
が
最
近
力
を
入

れ
て
い
る
の
が
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
に
よ
る
Ｅ
Ｃ（
電
子
商
取
引
）

だ
。
企
業
と
の
契
約
の
も
と
、

従
業
員
に
会
員
制
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト

の
ア
ク
セ
ス
権
を
付
与
し
、
カ

ジ
ュ
ア
ル
な
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ェ
ア

を
直
接
販
売
す
る
仕
組
み
で
あ

る
。
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
業
界
で
は

少
な
い〝
Ｂ
ｔｏ
Ｅ（
従
業
員
）〞

市
場
を
開
拓
す
る
狙
い
で
、
着

目
し
て
い
る
の
が
金
融
機
関
向

け
の
需
要
だ
。

昨
今
、
金
融
機
関
で
は
行
員

の
服
装
を
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
す
る

試
み
が
広
が
り
つ
つ
あ
る
が
、

「
〝
目
立
っ
て
は
い
け
な
い
〞

と
の
服
装
規
定
も
あ
り
、
試
み

を
進
め
難
い
状
況
が
あ
る
」

（
有
社
長
）
。
そ
こ
で
金
融
機

関
向
け
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
で
は
、
ボ

ン
マ
ッ
ク
ス
の

取
扱
商
品
か
ら

行
員
の
服
装
規

定
の
範
疇
で
汎

用
性
と
機
能
性

を
備
え
た
衣
服

を
提
案
し
つ
つ
、

色
味
の
合
わ
せ

方
や
メ
イ
ク
技

術
な
ど
、
付
随

情
報
を
発
信
し
て
い
く
予
定
だ

と
い
う
。

同
社
は
す
で
に
ス
ポ
ー
ツ
塾

と
Ｅ
Ｃ
サ
イ
ト
を
立
ち
上
げ
、

塾
に
通
う
児
童
や
保
護
者
に
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
を
販
売
し
て
い
る
。

規
模
は
小
さ
い
が
、
有
社
長
は

こ
の
手
法
の
横
展
開
を
見
据
え
、

農
業
や
工
業
分
野
で
も
ニ
ー
ズ

を
掘
り
起
こ
し
た
い
考
え
だ
。

も
っ
と
も
、
従
来
の
Ｂ
ｔｏ
Ｂ

と
は
異
な
る
だ
け
に
、
新
た
な

課
題
に
も
直
面
し
て
お
り
、
有

社
長
は
、
「
個
人
の
心
理
は
未

知
数
。
ス
ポ
ー
ツ
塾
で
は
、
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
サ
イ
ズ
感
が
想

定
と
違
う
な
ど
の
問
い
合
わ
せ

も
あ
り
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
の

必
要
性
に
後
か
ら
気
づ
い
た
」

と
苦
笑
す
る
。
ま
た
、
企
業
が

制
服
を
ま
と
め
て
買
い
上
げ
る

場
合
と
異
な
り
、
各
従
業
員
に

購
入
の
判
断
が
委
ね
ら
れ
る
点

も
課
題
の
よ
う
で
、
有
社
長
は
、

「
Ｅ
Ｃ
で
の
成
約
率
は
２
％
程

度
と
さ
れ
る
。
サ
イ
ト
へ
の
ア

ク
セ
ス
が
１
０
０
％
売
上
げ
に

繋
が
る
わ
け
で
は
な
い
」
と
も

語
る
。

そ
ん
な
有
社
長
は
、
事
業
の

本
格
化
に
向
け
、
「
求
め
ら
れ

る
商
品
を
見
極
め
、
調
達
す
る

力
が
肝
要
だ
。
当
サ
イ
ト
で
し

か
入
手
で
き
な
い
商
品
を
提
供

す
れ
ば
、
よ
り
購
入
し
て
い
た

だ
け
る
機
会
が
増
え
る
だ
ろ

う
」
と
意
気
込
む
。

む
ろ
ん
２
０
２
０
年
春
か
ら

の
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
在
宅
勤
務

は
同
社
に
と
っ
て
逆
風
だ
っ
た

が
、
有
社
長
は
、
「
現
場
作
業

は
テ
レ
ワ
ー
ク
へ
転
換
し
難
い
。

作
業
系
の
衣
服
は
必
ず
残
る
」

と
し
、
さ
ら
に
、
マ
ス
ク
や
医

療
用
ガ
ウ
ン
を
調
達
・
販
売
す

る
な
ど
新
た
な
商
機
の
糸
口
を

見
出
し
て
い
る
。

そ
し
て
有
社
長
は
、
「
我
々

の
使
命
は
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
の
提

供
に
よ
る
企
業
へ
の
貢
献
。
薄

利
多
売
の
競
争
を
避
け
、
当
社

に
し
か
提
供
で
き
な
い
独
自
の

サ
ー
ビ
ス
を
模
索
し
て
い
く
」

と
方
針
を
述
べ
、
今
後
の
展
望

に
つ
い
て
、
「
い
わ
ば
イ
ン
フ

ラ
の
よ
う
に
、
企
業
に
と
っ
て

必
要
不
可
欠
な
存
在
と
な
る
べ

く
、
当
社
を
成
長
さ
せ
た
い
」

と
強
調
し
た
。

ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
で
独
自
の
サ

ー
ビ
ス
を
追
求
す
る
Ｂ
Ｍ
フ
ァ

ン
。
今
後
の
展
開
に
注
目
だ
。

機能性や着心地、デザイン性などユニフォームに求められる要素は多く、綿密な打ち合わせは欠かせない（左）、ユニフォ
ームの在庫管理など、対応業務は多岐にわたる（右）

倉庫の商品のバーコードを読み取る様子。同社では情報管理のために独自のシステムを運用している

同社が運営するECサイトの一例。会員制サイト方式を採用し、様々な業界への横展開を狙う

有武志社長

直販から管理代行、そしてＢtoＥへ
ユニフォーム販売で業容拡大

BMファン

企業にユニフォームを販売するBMファン（有武志社長）が業容を拡げている。
直販から管理代行まで手掛け、BtoB事業の先を見据える。

企 ー業
カ

ォフ ス

Company Profile

社名 BMファン
本社所在地 東京都中央区日本橋大伝馬町16-1

設立 1994年
資本金 1000万円
売上高 27億円（2021年1月期）

従業員数 52名

取引銀行
三菱UFJ銀行、みずほ銀行、
福岡ファイナンシャルグループ、
西日本シティ銀行、南日本銀行

https ://bmf .bonmax.co . jp
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佐
賀
県
伊
万
里
市
の
伊

万
里
自
動
車
教
習
所

は
２
０
２
１
年
３
月

末
、
校
舎
と
合
宿
生
の
寮
の
屋

根
に
計
94
・
８
７
５
ｋＷ
の
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
設
置
し
た
。
発
電

し
た
電
力
を
校
舎
や
寮
で
自
家

消
費
し
つ
つ
余
っ
た
電
力
を
売

電
す
る
。
「
自
家
消
費
量
は
、

総
発
電
量
の
６
割
程
度
に
な
る

模
様
だ
」
（
水
田
智
康
社
長
）
。

同
社
は
１
９
６
０
年
に
創
業

し
、
半
世
紀
以
上
に
亘
っ
て
自

動
車
教
習
所
を
運
営
し
て
き
た
。

２
０
１
７
年
10
月
に
現
在
の
場

所
に
移
転
し
て
か
ら
は
、
普
通

車
や
二
輪
車
に
加
え
、
中
型
車

や
大
型
車
、
大
型
二
種
、
大
型

特
殊
車
両
、
大
型
二
輪
車
に
け

ん
引
車
や
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
ま

で
、
多
種
多
様
な
車
両
の
教
習

を
行
う
。
短
期
間
で
免
許
を
取

と
明
か
し
、
「
毎
年
大
規
模
な

自
然
災
害
が
起
き
て
い
る
が
、

九
州
の
災
害
は
と
く
に
大
き
い
。

合
宿
生
に
は
、
停
電
に
よ
る
不

安
や
不
便
さ
を
与
え
た
く
な
か

っ
た
」
と
話
す
。

さ
ら
に
水
田
社
長
は
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
に
つ

い
て
、
こ
う
見
解
を
述
べ
た
。

「
今
後
は
当
た
り
前
の
よ
う

に
皆
が
再
エ
ネ
を
活
用
す
る
よ

う
に
な
る
。
現
在
ガ
ソ
リ
ン
車

を
教
習
車
と
し
て
使
っ
て
い
る

が
、
や
が
て
は
Ｅ
Ｖ
（
電
気
自

動
車
）
へ
の
切
り
替
え
を
進
め

て
い
き
た
い
」
。

同
社
は
現
在
２
棟
目
の
寮
の

建
設
を
計
画
し
て
い
る
。
言
う

ま
で
も
な
く
、
屋
根
に
は
太
陽

光
パ
ネ
ル
を
載
せ
る
考
え
だ
。

■
■

■
■
■

電
力
代
14
％
削
減
へ

三
重
県
の
電
子
機
器
メ
ー
カ

ー
、
リ
ア
ラ
イ
ズ
は
２
０
２
０

年
８
月
、
新
設
し
た
多
気
工
場

に
太
陽
光
発
電
設
備
を
導
入
し

た
。
屋
根
に
太
陽
光
パ
ネ
ル
を

１
１
３
６
枚
、
合
計
出
力
３
９

１
・
92 

ｋＷ
設
置
し
、
出
力
３
０

０
ｋＷ
の
パ
ワ
ー
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ

ナ
を
完
備
。
２
０
２
０
年
８
月

26
日
に
設
備
を
稼
働
さ
せ
た
が
、

月
か
ら
７
ヵ
月
、
多

気
工
場
で
は
太
陽
光

発
電
設
備
で
発
電
し

た
12
万
１
４
１
６
ｋＷｈ

の
電
力
を
消
費
し
、

そ
の
分
外
部
か
ら
購

入
す
る
電
力
量
を
減
ら
し
て
い

る
。
試
算
で
は
、
こ
の
自
家
発

電
設
備
で
年
間
約
36
万
ｋＷｈ
の
電

力
を
自
家
消
費
で
き
、
工
場
の

年
間
総
電
力
消
費
量
２
５
０
万

ｋＷｈ
の
14
・
38
％
を
賄
え
る
と
い

う
。村

田
社
長
は
、
「
コ
ロ
ナ
禍

の
特
殊
な
事
情
を
除
け
ば
、
基

本
的
に
工
場
は
３
６
５
日
フ
ル

操
業
だ
。
太
陽
光
発
電
の
電
力

は
無
駄
な
く
使
え
る
」
と
語
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
実
践

同
社
も
例
外
な
く
コ
ロ
ナ
禍

得
で
き
る
合
宿
制
度
を
用
意
し
、

佐
賀
県
や
近
隣
の
福
岡
県
や
長

崎
県
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
か

ら
年
間
２
６
０
０
名
の
受
講
生

を
受
け
入
れ
て
い
る
。

２
０
１
９
年
に
は
、
遠
方
か

ら
訪
れ
る
合
宿
生
の
た
め
に
寮

を
建
設
し
た
の
だ
が
、
そ
の
際
、

水
田
社
長
は
電
力
代
が
気
に
な

っ
て
い
た
と
い
う
。

水
田
社
長
は
、
「
移
転
開
校

の
際
に
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
の

高
い
設
備
を
導
入
し
た
が
、
校

背
景
に
は
生
産
性
の
向

上
と
い
う
大
き
な
狙
い

が
あ
っ
た
。

２
０
１
２
年
に
創
業

し
た
同
社
は
複
合
機
用

ト
ナ
ー
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ

の
製
造
に
着
手
し
、
金

型
の
設
計
・
製
作
か
ら

樹
脂
の
射
出
成
形
や
組

立
加
工
ま
で
手
掛
け
る

体
制
を
構
築
。
や
が
て

Ｌ
Ｅ
Ｄ
照
明
器
具
や
住

設
・
建
材
製
品
な
ど
生

産
品
目
を
増
や
し
、
現

在
は
型
締
め
力
30
〜
４

５
０
ｔ
規
模
の
射
出
成

型
機
を
30
台
保
有
、
月

産
５
０
０
万
点
ま
で
生

産
能
力
を
増
強
し
た
。

た
だ
、
こ
れ
に
伴
い
、
主
力

の
大
台
工
場
や
滋
賀
営
業
所
の

ほ
か
、
勢
和
工
場
、
大
紀
工
場
、

色
太
倉
庫
、
玉
城
工
場
と
、
拠

点
が
６
つ
に
分
散
し
、
「
生
産

に
大
幅
な
ロ
ス
が
生
じ
て
い

害
保
険
と
協
業
し
て
顧
客
に
付

与
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
20
年
間

一
定
以
上
の
発
電
量
を
保
証
す

る
と
い
う
も
の
。
気
象
条
件
の

変
化
に
よ
っ
て
太
陽
光
発
電
設

備
は
期
待
通
り
に
発
電
し
な
い

こ
と
も
あ
る
が
、
ウ
エ
ス
ト
Ｈ

Ｄ
が
独
自
の
ノ
ウ
ハ
ウ
で
そ
の

リ
ス
ク
を
勘
案
し
、
20
年
に
亘

っ
て
顧
客
に
一
定
の
発
電
量
を

約
束
す
る
。
今
回
の
例
で
は
、

太
陽
光
発
電
設
備
の
初
期
導
入

費
１
６
５
０
万
円
に
対
し
、
電

力
代
の
削
減
額
と
余
剰
電
力
の

売
電
収
入
で
年
間
１
３
４
万
円

超
の
経
済
効
果
が
見
込
め
、
そ

れ
が
保
証
さ
れ
る
。
つ
ま
り
伊

万
里
自
動
車
教
習
所
に
と
っ
て

投
資
リ
ス
ク
は
な
い
の
で
あ
る
。

水
田
社
長
は
、
経
済
効
果
に

加
え
、
「
非
常
用
電
源
と
し
て

の
機
能
に
も
期
待
し
て
い
る
」

の
影
響
を
受
け
た
よ
う
だ
が
、

村
田
社
長
は
、
「
新
規
開
拓
が

厳
し
い
な
か
で
、
既
存
の
お
客

様
か
ら
の
受
注
量
を
増
や
せ
る

よ
う
努
力
し
て
い
る
。
そ
の
た

め
に
は
生
産
基
盤
の
強
化
が
欠

か
せ
な
い
わ
け
で
、
工
場
の
集

約
は
、
結
果
的
に
コ
ロ
ナ
禍
の

対
策
と
し
て
機
能
し
た
側
面
も

あ
っ
た
」
と
話
す
。

一
方
で
、
太
陽
光
発
電
設
備

の
導
入
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可

能
な
開
発
目
標
）
に
適
う
取
り

組
み
で
あ
っ
た
こ
と
も
決
め
手

の
一
つ
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
村

田
社
長
は
こ
う
方
針
を
述
べ
た
。

「
二
酸
化
炭
素
の
排
出
削
減

に
は
、
世
界
各
国
の
政
府
の
み

な
ら
ず
、
民
間
企
業
も
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
手

企
業
と
の
取
引
継
続
を
考
慮
す

れ
ば
、
中
小
企
業
も
無
縁
で
は

い
ら
れ
な
い
は
ず
だ
。
こ
の
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
し
て
当
社
は
か
ね

て
よ
り
推
進
し
、
近
隣
の
中
学

校
で
道
徳
教
育
に
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
る
が
、
今
後
は

廃
棄
物
の
削
減
や
リ
サ
イ
ク
ル

な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
」
。

な
お
、
同
社
は
、
太
陽
光
発

電
の
導
入
に
際
し
、
取
引
先
銀

行
で
あ
る
百
五
銀
行
の
紹
介
で

ウ
エ
ス
ト
Ｈ
Ｄ
に
依
頼
し
た
。

舎
の
規
模
が
大
き
く
な
っ
た
せ

い
か
、
電
力
代
は
さ
ほ
ど
下
が

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
状
況
で
寮

を
新
設
す
る
と
、
電
力
代
が
増

え
る
の
は
確
実
だ
っ
た
の
で
、

電
力
代
を
削
減
す
る
手
法
を
考

え
て
い
た
」
と
振
り
返
る
。

決
め
手
は

発
電
量
保
証

こ
の
状
況
下
、
同
社
は
取
引

先
金
融
機
関
の
佐
賀
銀
行
か
ら
、

太
陽
光
発
電
所
の
建
設
大
手
、

ウ
エ
ス
ト
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
を
紹
介
さ
れ
、
太
陽

光
発
電
設
備
の
導
入
を
決

断
し
た
。
水
田
社
長
に
よ

れ
ば
、
「
決
め
手
は
発
電

量
保
証
だ
っ
た
」
。

こ
れ
は
、
ウ
エ
ス
ト
Ｈ

Ｄ
が
損
害
保
険
大
手
の
あ

い
お
い
ニ
ッ
セ
イ
同
和
損

た
」
（
村
田
太
社
長
）
。
そ
こ

で
同
社
は
8.6
億
円
投
じ
て
多
気

工
場
を
新
設
、
そ
こ
へ
勢
和
工

場
と
大
紀
工
場
、
色
太
倉
庫
、

玉
城
工
場
の
経
営
資
源
を
移
管

し
た
の
で
あ
る
。

村
田
社
長
は
、
「
多
気

工
場
と
大
台
工
場
、
滋
賀

営
業
所
の
３
拠
点
と
な
り
、

生
産
性
が
向
上
し
た
う
え
、

管
理
の
ロ
ス
が
減
っ
た
。

と
く
に
電
力
代
の
削
減
効

果
は
大
き
か
っ
た
」
と
い

う
。実

際
、
２
０
２
０
年
９

Ｒ
Ｅ
１
０
０（
事
業
用
電
力
の
１
０
０
％
再
エ
ネ
化
）に
向
け
太
陽
光
発
電
を
活
用
す
る

大
手
企
業
が
増
え
た
が
、中
小
企
業
の
間
で
も
電
力
削
減
や
Ｂ
Ｃ
Ｐ（
事
業
継
続
計
画
）対
策
を

目
的
に
設
備
の
導
入
が
進
み
つ
つ
あ
る
。電
子
機
器
メ
ー
カ
ー
と
自
動
車
教
習
所
の
例
を
挙
げ
る
。

電
力
削
減
だ
け
で
は
な
い

Ｂ
Ｃ
Ｐ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
効
用
も

伊万里自動車教習所の水田智康社長リアライズの村田太社長

校舎と合宿生用の学校寮の屋根上に約95kWの太陽光発電設備を設置

エ ネ ル ギ ー 新 時 代

広がる脱炭素社会

Company Profile

社名 リアライズ
本社所在地 三重県多気郡多気町片野81-215

設立 2012年
資本金 1000万円
売上高 18.6億円（2020年3月期）

従業員数 107人（2021年6月末）

取引銀行 百五銀行、三十三銀行、
桑名三重信用金庫、中京銀行

https :// rea l i zed .co . jp

リアライズが新設した
多気工場

Company Profile

社名 伊万里自動車教習所
本社所在地 佐賀県伊万里市立花町939-2

設立 1960年
資本金 1000万円
売上高 6.3億円（2021年4月期）

従業員数 50人
取引銀行 佐賀銀行、伊万里信用金庫、佐賀西信用組合

https ://www. imar i -ds .com
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ら
大
手
メ
ー
カ
ー
か
ら
の
受
注
が

引
き
も
切
ら
ず
、
船
舶
用
エ
ン
ジ

ン
や
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
の
産
業
機
械

を
製
造
。
キ
ヤ
ノ
ン
メ
デ
ィ
カ
ル

シ
ス
テ
ム
ズ
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
も
受

託
生
産
し
て
お
り
、
竹
田
喬
二
社

長
は
、
「
国
産
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
の
ほ

と
ん
ど
は
当
社
が
つ
く
っ
た
も

の
」
と
誇
ら
し
げ
だ
。

同
社
の
歴
史
は
古
い
。
江
戸
時

代
に
名
刀
の
産
地
と
し
て
知
ら
れ

た
だ
、
１
３
０
年
に

及
ぶ
同
社
の
道
程
は
決

し
て
平
坦
な
も
の
で
は

な
か
っ
た
。
焼
玉
エ
ン

ジ
ン
が
１
９
６
０
年
代

に
デ
ィ
ー
ゼ
ル
エ
ン
ジ

ン
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
、

淘
汰
の
波
に
遭
遇
し
て

い
る
。
三
菱
重
工
か
ら

受
託
生
産
の
依
頼
を
受

け
た
際
は
生
産
能
力
の

制
約
か
ら
受
託
す
る
か

否
か
を
巡
っ
て
社
内
で

意
見
が
割
れ
た
。

だ
が
、
そ
の
都
度
、

同
社
は
技
術
力
で
危
機

を
乗
り
越
え
た
。
焼
玉

エ
ン
ジ
ン
業
者
の
淘
汰
に
際
し
て

は
、
「
材
料
の
性
質
か
ら
加
工
方

法
、
組
み
立
て
ま
で
一
貫
し
た
機

械
加
工
の
知
見
が
あ
っ
た
」
（
竹

田
社
長
）
た
め
、
同
社
は
デ
ィ
ー

ゼ
ル
エ
ン
ジ
ン
の
製
造
に
転
じ
、

Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
生
産
を
受
託
し
た
。
三

菱
重
工
か
ら
の
依
頼
に
対
し
て
引

き
受
け
る
決
断
に
至
っ
た
の
も
、

背
景
に
自
社
の
技
術
力
へ
の
確
た

る
自
信
が
あ
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

そ
し
て
様
々
な
製
品
の
金
属
加
工

し
て
組
み
直
す
ほ
ど
機
械
に
詳
し

く
、
現
工
場
長
は
若
手
社
員
よ
り

素
早
く
仕
事
を
こ
な
す
。
歴
代
の

工
場
長
は
皆
、
材
料
事
情
か
ら
加

工
や
組
み
立
て
ま
で
全
て
に
精
通

し
て
い
る
」
と
語
る
。
有
能
な
社

員
の
仕
事
ぶ
り
が
他
の
社
員
を
刺

激
し
、
組
織
力
が
生
ま
れ
て
い
る

わ
け
だ
。

そ
ん
な
竹
田
社
長
は
、
職
場
環

境
に
も
気
を
配
り
、
２
０
２
１
年

２
月
に
片
上
工
場
へ
出
力
４
４
５

ｋＷ
の
太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し

た
。
発
電
し
た
電
力
を
自
家
消
費

し
て
外
部
か
ら
購
入
す
る
電
力
量

を
減
ら
す
電
力
代
削
減
を
図
っ
た

も
の
だ
が
、
屋
根
に
載
る
太
陽
光

パ
ネ
ル
の
遮
熱
効
果
で
夏
場
の
労

働
環
境
が
改
善
す
る
点
が
決
め
手

だ
っ
た
と
い
う
。

「
人
を
育
て
る
の
は
大
変
だ
が
、

そ
れ
を
や
り
遂
げ
る
企
業
こ
そ
生

き
残
れ
る
」
と
い
う
竹
田
社
長
の

言
葉
に
は
、
人
材
重
視
の
哲
学
が

滲
み
出
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発

目
標
）
に
は
、『
働
き
が
い
も 

経

済
成
長
も
』
（
目
標
８
）
や
『
産

業
と
技
術
革
新
の
基
盤
を
つ
く
ろ

う
』
（
目
標
９
）
と
い
っ
た
項
目

が
あ
る
。
中
長
期
の
人
材
育
成
や

技
能
継
承
を
重
視
し
た
か
つ
て
の

日
本
的
経
営
に
は
こ
れ
に
通
ず
る

側
面
が
あ
っ
た
が
、
現
在
の
日
本

企
業
は
ど
う
か
。
創
業
１
３
０
年

の
持
続
経
営
に
は
、
学
ぶ
べ
き
点

が
多
い
。

を
手
掛
け
た
こ
と
で
、
同
社
の
技

術
は
普
遍
性
を
帯
び
、
持
続
経
営

が
実
現
し
た
に
違
い
な
い
。

む
ろ
ん
、
技
術
を
継
承
す
る
に

は
人
材
の
育
成
が
欠
か
せ
な
い
。

同
社
で
は
経
験
の
浅
い
社
員
を
指

導
担
当
と
協
働
さ
せ
る
育
成
法
を

実
践
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
竹
田
社
長
は
、
「
若
い
社
員
は

ベ
テ
ラ
ン
社
員
の
指
導
の
も
と
仕

事
を
覚
え
、
一
つ
の
技
能
を
身
に

つ
け
る
と
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進

む
。
い
わ
ば
昔
の
見
習
い
制

度
。
特
別
な
も
の
で
は
な

い
」
と
謙
遜
ぎ
み
に
説
明
す

る
。た

だ
こ
の
育
成
法
が
機
能

し
て
い
る
よ
う
で
、
竹
田
社

長
は
、
「
先
代
の
工
場
長
は

複
雑
な
機
械
を
独
力
で
分
解

岡
山
県
備
前
市
の
瀬
戸
内

海
に
面
し
た
沿
岸
部
は
、

地
形
に
恵
ま
れ
た
良
港

で
、
埠
頭
や
港
湾
施
設
の
ほ
か
、

工
場
が
多
い
。
そ
の
一
角
で
竹
田

鉄
工
所
は
長
く
金
属
の
切
削
加
工

を
手
掛
け
て
き
た
。
２
つ
の
工
場

を
抱
え
、
従
業
員
数
５０
余
名
の
中

小
企
業
で
あ
る
が
、
そ
の
技
術
力

に
は
定
評
が
あ
る
。

現
に
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ
や
三
菱
重
工
業

る
備
前
国
長
船
で
刀
鍛
冶
を
営
み
、

一
般
の
刃
物
鍛
冶
へ
転
身
後
１
８

９
２
年
に
『
長
鍛
冶
』
の
屋
号
を

掲
げ
た
。
以
後
、
包
丁
や
鍬
を
製

造
し
た
が
、
１
９
４
６
年
か
ら
３

代
目
の
竹
田
盛
弘
氏
が
神
戸
の
金

属
加
工
会
社
で
学
ん
だ
技
術
を
活

か
し
て
焼
玉
エ
ン
ジ
ン
を
生
産
。

船
舶
用
エ
ン
ジ
ン
の
設
計
と
製
造

に
着
手
し
、
１
９
６
７
年
に
法
人

化
し
た
。

転
機
は
１
９
７
０
年
、
Ｉ
Ｈ
Ｉ

相
生
工
場
の
認
定
工
場
に
選
出
さ

れ
た
時
期
だ
っ
た
。
竹
田
社
長
は

「
曽
祖
父
が
Ｉ
Ｈ
Ｉ
の
前
身
の
企

業
に
勤
め
て
い
た
関
係
で
縁
が
あ

っ
た
」
（
竹
田
社
長
）
と
い
う
が
、

こ
れ
を
機
に
同
社
は
よ
り
大
き
な

エ
ン
ジ
ン
や
ボ
イ
ラ
ー
を
生
産
、

三
菱
重
工
の
受
託
生
産
を
始
め
る
。

２
０
０
０
年
代
に
は
、
三
菱
電
機

や
ヤ
ン
マ
ー
か
ら
認
定
工
場
に
指

定
さ
れ
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
装
置
の
生
産
も

本
格
化
さ
せ
た
。

そ
し
て
い
ま
、
同
社
は
エ
ネ
ル

ギ
ー
分
野
に
展
開
し
、
バ
イ
オ
マ

ス
発
電
設
備
の
開
発
に
乗
り
出
し

て
い
る
。
す
で
に
風
力
発
電
設
備

や
水
力
発
電
設
備
な
ど
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
の
引
合
い
を
受

け
つ
つ
、
福
島
第
一
・
第
二
原
発

の
汚
染
水
処
理
ま
で
手
掛
け
る
な

ど
、
新
規
事
業
の
構
築
に
も
余
念

が
な
い
。

普
遍
的
な

技
術
力
の
構
築

岡山県備前市で金属加工を営む竹田鉄工所。
大手企業の受託生産を続け、１３０年に及ぶ事業継続を遂げた。同社の強さに迫る。

金属加工１３０年
持続経営を支える技術力

Company Profile

社名 竹田鉄工所
本社所在地 岡山県備前市穂浪字新田2354-2

創業 1892年
設立 1967年

資本金 1000万円
売上高 8.6億円（2021年2月）
従業員数 55人

取引銀行 中国銀行、商工組合中央金庫、
山陰合同銀行

http://takeda-tekko.co.jp

中・大型の金属加工を専業とし、大手企業からも一目置かれる

海外向けの水車部品

1946年製作の同社製焼玉エンジン第1号

竹田喬二社長

（目標3）…すべての人に健康と福祉を働きがいも経済成長も…（目標8）

（目標4）…質の高い教育をみんなに産業と技術革新の基盤をつくろう…（目標9）

（目標7）…エネルギーをみんなに そしてクリーンに気候変動に具体的な対策を…（目標13）
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──なぜ貴行を志望した？
学生の頃に経営学を学び、企業の
経営に関心を持ったことがきっかけ。故
郷で働きたいとも思い、当行を志望した。

──入行後の業務について。
出納や預金窓口を務めた後、法人
融資を学んだ。2010年より浪江支店に
配属されたが、東日本大震災が起こり、
支店が福島第一原発10km圏内にあ
ったため、福島市内へ避難しつつ業務
にあたった。2011年4月にはい
わき営業部に転属し、被災し
たお客様の住宅ローンの相談
に応じた。2013年4月以降は
事業性融資窓口や渉外係を
担当し、2014年から太陽光パ
ネルメーカーのソーラーフロン

ティアに出向してメガソーラー
開発を経験した。福島県が再
生可能エネルギーの導入を
推進し、当行も再エネに力を
入れたことで得た機会だっ
た。2016年に当行へ戻り、法
人コンサルティング部に配属
後、投資業務を担当、本業支
援のビジネスマッチングも兼
務した。最近は当行の人材紹
介事業への参入で責任者を
拝命したほか、ITコンサルティ
ング事業の立ち上げにも携わ
った。2020年末からは県内の
基幹母店に配置されるブロッ
ク駐在員としてお客様の課題
解決を支援している。

──顧客とどう接している？
要望には早く応え、期待以

上の提案ができるよう努めてい
る。ビジネスマッチングは、専門家の紹
介と、お客様同士を繋ぐ支援に大別さ
れるが、いずれも要望に沿わない提案で
は意味がなく、お客様の課題を把握する
ことが大事だ。営業店の担当者と訪問し
てお客様と対話し、現場を見学したうえ
で、システムの導入がよいのか、人材で

解決するのか、吟味する。事業承継など
はお客様自身も簡単に決断できないの
で、時間をかけて何度も訪問する。

──何を常に心掛けている？
勤勉であること。若い頃は知識も経験

も乏しく、お客様の質問の意図が分から
なかったり、事前に回答を用意しても全く
合致しなかったりということがよくあった。
お客様の経営課題は多種多様。自分
がいかに業界の事情やお客様の会社

について無知であるか痛感した。勉強な
くしてよい提案はできない。

──コロナ禍の影響は？
従来にはない経営課題が出てきた。

当行では『ウィズコロナ・アフターコロナプ
ロジェクト』として、専門家やグループ会

社と連携した支援を行い、お客様の悩
みに相当数向き合ってきた。ただ、宿泊
業のように、課題は明確でも解決が難し
いものもある。補助金や助成金の申請
支援など、できることから取り組んでいる。

──いつやりがいを感じる？
自ら立ち上げた業務に自ら取り組み、
お客様の反応に合わせて都度改善し
ていくときだ。やはり努力して新しいことが
できるようになることにやりがいを感じるの
ではないか。当行で10年程前から始め
たビジネスマッチングに対しても、提携
企業を増やすなどして地道に発信してき
た結果、お客様への紹介件数が増え
た。これにも大いにやりがいを感じる。

──現在の課題は？
コンサルサービスを拡大しているが、

その前提として、お客様の課題を聞き出
す力や関係性を築く力を養うべきだと思
う。私も若手の営業担当も、そうした力を
高めなければ、せっかくのサービスもお
客様には響かない。

──今後のビジョンは？
昨今は、ネット銀行やフィンテック企
業の参入により、預金・融資・為替におけ
る地域金融機関のシェアが奪われつつ
ある。とはいえ、お客様への直接訪問に
よる情報収集力と、経営課題を分析・解
決し得るコンサル力は、地方銀行の強
みだ。その力を発揮し、持続可能な地
域社会の創造に向け、尽力していく。
当行では今期よりお客様への営業の
評価制度を改め、プロセスに重きを置くこ
とになった。収益目標だけではお客様の
真のニーズに合った提案ができないとい
う考えのもと、仮に成約に至らなくとも、ニ
ーズを聞き取って提案すれば評価され
るようになったのだ。
福島県は元々人口減少が続いてい

たところへ震災と原発事故が起き、いま
はコロナ禍で非常に苦しい状況にある。
地域が一丸となってこの苦境を乗り越え
ていかなければならない。

──なぜ貴行を志望した？
就職活動中に様々な企業

の採用試験を受けたが、銀
行で働く大学の先輩から銀
行員は経験の浅い頃から
様々な企業の経営者とお会
いできるという話を聞き、見聞
を広められると思い、銀行を
志望した。なかでも、地域に
密着し、深い人間関係が構
築できるように思えた地方銀
行に魅力を感じて当行に入
行した。

──これまでの業務は？
最初の八街支店で1年ほ

ど預金後方事務を経験し、次
の佐原支店で2年ほど貸付
事務を担当した後、長く営業
を務めた。当行では個人営業
と法人営業は分かれておら
ず、法人の資産運用や融資
から個人の住宅ローンまで幅
広く携わったうえ、計13に及ぶ
支店に配属された。お陰様
で多くを学ぶことができたよう
に思う。

──業務を遂行するうえで常に意識し
ていることは？
まず、お客様のお役に立つということ、
そして、そのために銀行員としてできること
は何かについて熟考することである。
営業の外回りに出始めた頃、掛け金

が少なく年金を受給できないと思い込
んで年金を申請していなかった方がい
らして、ある先輩が年金事務所に問い
合わせ、受給できることになったという出
来事があった。その方は先輩に感謝
し、年金の受け取り先として当行を選ば
れたのであるが、それを傍目に見なが
ら、行員は行動次第でお客様を喜ば

せることができるということ、さらにそのため
にはお客様のために考えて行動しなけ
ればならないということを学んだ。
とはいえ、若い頃は自分のことで精い
っぱいだった。日々目先の数字を追い
かけていたが、数年間の渉外活動を経
て、渉外活動にも慣れてきた頃に、結果
だけでなく、過程で部下を評価する支
店長のもとで指導を受け、お客様のお
役に立つことの重要性を再認識した。
それ以降、お客様の課題解決を強く
意識している。

──印象に残っている仕事は？
いまも継続中だが、以前、私が比較
的田舎の支店で支店長をしていた時

に、首長や行政の方 と々街の活性化に
向け企業誘致などの取り組みを行い、
自治体と開発業者が連携するきっかけ
づくりに携わったことである。冗談だが、
首長から「大きな商業施設ができた暁
には役場前にあなたの銅像を建てよう」
というお褒めの言葉をいただき、とても嬉
しかった。

──コロナ禍における地銀の役割と
は？
コロナ禍だから特別に地銀の役割
が変わるということではないように思うが、
コロナ禍で悩みを抱える人や、企業が
増えている。そしてその方々の悩みは、
金融だけで解決できるものでもない。事
実、資金繰りに苦しんでいる企業に対し
て融資するだけでは、その企業の借金
が増えるわけで、経営そのものが抜本的
に改善されない限り、負担が増すことに
なる。
つまり、お客様から資金を預り、資金
が必要なお客様へ貸し出す金融の仲
介だけでは、銀行の役割としては不十
分だろう。社用車を求めるお客様に対
しては、車を安く販売できる企業を紹介
し、節税を望むお客様には、たとえば、
即時償却が可能で、かつ電力代を削
減できる太陽光発電設備を導入できる
企業を紹介する。
いまや銀行は、お客様の課題を聞き
出し、あらゆるネットワークを活用して、
お客様の課題解決に寄与していかな
ければならない。金融のみならず困った
ときに必要な存在、それが地銀の役割
であるように思う。

──今後のビジョンは？
行員として30年近く働いてきたが、こ

れまで以上にお客様の課題解決に向
けて取り組んでいきたい。そのうえで部
下や後輩の育成にも力を入れていく。
若い行員が今日も元気に仕事を頑張
ろうと思えるような職場が望ましいので、
結果だけではなく、過程もしっかり評価
していくつもりだ。

東邦銀行
法人コンサルティング部
法人総合取引推進担当
片寄貴雄 調査役

情
報
収
集
力
と
コ
ン
サ
ル
力
で
苦
境
を
乗
り
越
え
るプロフィール●1983年福島県生まれ。2007年3月中央

大学商学部卒業後、東邦銀行入行。郡山駅前支店、
浪江支店、いわき営業部を経て、2014年10月太陽光
パネルメーカーに出向。2016年10月より現職。2020年
12月からブロック駐在員を兼任し、郡山営業部に駐在。

秀逸バンカーの
仕事観期 待 の 逸 材

結
果
だ
け
で
な
く
、過
程
も
し
っ
か
り
と
評
価
す
る

京葉銀行
幕張エリア エリア長  
児玉尚之 幕張支店 支店長 
プロフィール●1970年静岡県生まれ。1994年明治大
学経営学部卒業後、京葉銀行入行。成田支店、四街
道支店などで渉外業務を担当。2013年柏の葉キャン
パス支店支店長に就任。2020年10月より現職。
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│
│
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
は
ど
の

よ
う
な
取
り
組
み
で
し
ょ
う
か
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と
は
、
都
市

・
地
域
を
対
象
に
多
種
多
様
な
デ

ー
タ
や
最
新
技
術
を
用
い
て
、
生

活
の
効
率
性
や
利
便
性
を
高
め
る

取
り
組
み
で
す
。
街
の
あ
ら
ゆ
る

モ
ノ
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
繋
げ
て
、

居
住
者
が
よ
り
快
適
に
暮
ら
す
こ

と
の
で
き
る
都
市
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

た
と
え
ば
、
渋
滞
状
況
や
公
共

交
通
機
関
の
利
用
状
況
か
ら
最
適

な
経
路
や
便
数
を
算
出
し
た
り
、

街
全
体
の
電
力
消
費
量
と
発
電
所

の
稼
働
状
況
か
ら
よ
り
効
率
的
な

電
力
の
供
給
と
消
費
を
可
能
に
し

た
り
、
顔
認
証
デ
ー
タ
を
分
析
し

て
犯
罪
の
抑
制
に
繋
げ
た
り
、

様
々
な
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
、
世
界
各

地
に
存
在
し
、
規
模
の
大
小
を
問

わ
な
け
れ
ば
、
２
０
０
０
ヵ
所
を

超
え
る
も
の
と
推
計
さ
れ
て
い
ま

す
。
日
本
で
も
内
閣
府
や
総
務
省
、

経
済
産
業
省
、
国
土
交
通
省
が
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
開
発
を
推
進
し

て
お
り
、
現
在
40
〜
50
ヵ
所
あ
り

ま
す
。

│
│
な
ぜ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
注

目
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
れ
ま
で
難
し
い
と
考
え
ら
れ

て
い
た
経
済
の
発
展
と
社
会
的
課

題
の
解
決
の
両
立
が
、
先
端
技
術

の
発
達
に
よ
っ
て
実
現
す
る
見
通

し
が
立
っ
て
き
た
か
ら
で
す
。
経

済
の
発
展
で
人
々
の
生
活
は
豊
か

に
な
り
ま
し
た
が
、
環
境
問
題
や

少
子
高
齢
化
問
題
、
地
域
間
格
差

問
題
な
ど
、
社
会
的
課
題
が
顕
在

化
し
て
い
ま
す
。
従
来
は
こ
れ
ら

の
両
立
は
難
し
い
と
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
一
方
で
は
、
Ｉ
ｏ

Ｔ（
モ
ノ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
化
）

や
ロ
ボ
ッ
ト
、
Ａ
Ｉ（
人
工
知
能
）、

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
い
っ
た
先
端
技

術
が
進
化
し
て
い
ま
す
。
な
ら
ば
、

そ
れ
ら
を
産
業
や
生
活
に
取
り
入

れ
、
ス
マ
ー
ト
な
社
会
基
盤
を
構

築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
経
済
の

発
展
と
社
会
的
課
題
の
解
決
を
同

時
に
目
指
そ
う
と
い
う
わ
け
で
す
。

特
に
地
方
都
市
で
は
、
社
会
的

な
課
題
が
よ
り
顕
著
に
表
れ
て
い

る
た
め
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
に
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

│
│
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
は
ど
の
よ

う
に
変
化
し
て
き
ま
し
た
か
。

日
本
で
始
動
し
た
の
は
２
０
０

９
年
頃
で
す
。
当
時
は
環
境
都
市

の
側
面
が
強
く
、
主
に
環
境
や
エ

ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、
個
別
分
野
の
特

定
技
術
に
よ
る
課
題
解
決
へ
の
取

り
組
み
で
し
た
。
し
か
し
、
そ
れ

で
は
都
市
全
体
の
社
会
的
課
題
の

す
が
、
デ
ー
タ
は
す
べ
て
の
企
業

が
活
用
で
き
る
の
で
、
企
業
に
は

チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　│
│
具
体
的
な
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
事
例
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
。

た
と
え
ば
、
札
幌
市
は
デ
ー
タ

の
活
用
に
よ
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

官
民
の
様
々
な
デ
ー
タ
を
デ
ー
タ

収
集
基
盤
、
『
札
幌
市
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
』
に
集
め

る
仕
組
み
を
構
築
し
、
自
由
に
デ

ー
タ
を
利
活
用
で
き
る
よ
う
に
し

ま
し
た
。
一
例
を
挙
げ
る
と
、
市

は
、
市
民
の
匿
名
加
工
さ
れ
た
生

体
（
身
長
・
体
重
）
デ
ー
タ
、
個

人
意
識
（
ア
ン
ケ
ー
ト
収
集
）
デ

ー
タ
を
分
析
、
健
康
と
運
動
の
関

係
性
や
傾
向
を
明
確
化
し
、
利
用

者
個
々
人
に
応
じ
た
健
康
増
進
の

情
報
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

福
島
県
会
津
若
松
市
は
、
『
Ｄ

Ａ
Ｔ
Ａ 

ｆ
ｏ
ｒ 

Ｃ
Ｉ
Ｔ
Ｉ
Ｚ
Ｅ

Ｎ
』
と
呼
ば
れ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
設
け
、
公
共
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
を
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
で
公
開
す
る
こ
と
で
多

方
面
で
の
情
報
活
用
を
促
し
、
地

域
活
性
化
を
図
る
狙
い
で
す
。
た

と
え
ば
、
誘
客
の
強
化
や
観
光
客

の
満
足
度
向
上
を
目
的
に
、
宿
泊

場
所
や
観
光
ル
ー
ト
の
口
コ
ミ
情

報
を
集
め
、
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
を

各
事
業
者
に
提
供
し
て
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

（
計
画
・
実
行
・
評
価
・
改
善
）

の
仕
組
み
を
構
築
し
て
も
ら
う
の

で
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
市
に
宿

泊
す
る
海
外
旅
行
者
の
数
は
、
２

０
１
４
年
の
３
４
１
０
人
か
ら
２

０
１
９
年
に
は
２
万
５
０
１
２
人

へ
と
、
約
7.3
倍
に
増
加
し
ま
し
た
。

│
│
地
方
都
市
で
ス
マ
ー
ト
シ
テ

ィ
を
実
現
す
る
こ
と
は
可
能
な
の

で
し
ょ
う
か
。

現
状
、
地
方
は
都
市
部
と
比
較

し
て
イ
ン
フ
ラ
整
備
が
遅
れ
て
い

ま
す
が
、
そ
の
分
、
組
織
の
既
得

権
益
が
小
さ
く
、
変
化
に
対
応
し

や
す
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

つ
ま
り
、
遅
れ
て
い
る
こ
と
が
む

し
ろ
地
方
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
に

な
り
ま
す
。
こ
の
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
を
活
か
し
た
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
導
入
は
、
今
後
益
々
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
地
域

企
業
の
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
対

応
は
、
目
の
前
ま
で
来
て
い
る
と

言
え
る
で
し
ょ
う
。

解
決
に
結
び
つ
か
な
い
場
合
が
多

く
、
徐
々
に
交
通
や
教
育
、
医
療

な
ど
、
複
数
の
分
野
を
横
断
し
た

形
へ
と
発
展
し
て
い
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
流
れ
を
背
景
に
デ
ー

タ
の
利
活
用
も
変
わ
っ
て
き
て
い

ま
す
。
従
来
は
複
数
の
分
野
の
デ

ー
タ
を
同
時
に
利
用
で
き
ず
、
個

別
分
野
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
と
ど

ま
っ
て
い
ま
し
た
が
、
政
府
は
分

野
間
の
デ
ー
タ
連
携
の
構
築
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、

た
と
え
ば
、
バ
ス
な
ど
の
交
通
事

業
者
は
、
交
通
分
野
の
共
有
デ
ー

タ
を
運
行
サ
ー
ビ
ス
に
利
用
し
て

き
ま
し
た
が
、
今
後
は
自
治
体
や

個
人
な
ど
交
通
分
野
外
の
デ
ー
タ

を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
交

通
需
要
を
予
測
し
て
最
適
な
運
行

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
よ
う
に

な
る
の
で
す
。

│
│
企
業
は
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
と

ど
う
関
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
す
か
。

ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
へ
の
関
わ
り

方
と
し
て
、
大
き
く
２
つ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

画
し
て
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
開
発

を
推
進
し
て
い
く
形
と
、
ス
マ
ー

ト
シ
テ
ィ
で
蓄
積
さ
れ
た
複
数
分

野
に
ま
た
が
る
デ
ー
タ
を
利
活
用

し
て
新
商
機
を
獲
得
し
て
い
く
展

開
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
参

画
は
多
少
の
ハ
ー
ド
ル
が
あ
り
ま

吉本稔コンサルタント
東北大学理学部卒業。香港中文大学ビジネスクール修了（MBA）。在学中
にロンドンビジネススクールに留学。大手電機メーカーで住宅用設備のマー
ケティング・新規販売チャネルの開拓などに従事した後、P&Eディレクション
ズに入社。大手ヘルスケア企業における事業計画策定、人材育成支援サー
ビス企業での新規事業戦略策定、大手ソフトウェアメーカーにおける新商品
マーケティング戦略策定などに携わる。

お問い合わせ先

株式会社ピー・アンド・イー・ディレクションズ
東京都中央区銀座6-8-7交詢ビルディング8階
TEL●03-3573-0070  Email●info@ped.co.jp
https://www.ped.co.jp

解説

経営コンサル、P&Eディレクションズによる『今さら聞けない』シリーズ。
今回は、スマートシティについて解説してもらう。

スマートシティ
い ま さ ら  　 聞 け な い
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企業家のための地域経済誌
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甦る地域農業
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事業承継の切り札！
投資ファンド活用術
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地域再生に活かせ！
エネルギー革命
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再生可能エネルギー
100％の新時代
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金融規制改革に商機到来
地方銀行の新ビジネス
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進む“脱炭素化”
世界の潮流に乗り遅れるな！
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“地域の光”を世界に届ける！
地域商社の挑戦

Vol.2
日本の雇用を守り抜く
強い地域企業の条件
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国難への挑み方
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OPINION
「経営管理で家業を事業に。
 強い農家が農業を変える」
ファームサイド 

佐川友彦社長
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